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1992 年～1995 年 東京水産大学（現東京海洋大学）　英語クラス　非常勤講師
1992 年～1995 年 聖心女⼦大学　英語科　非常勤講師
1998 年～1999 年 東京水産大学（現東京海洋大学）　英語クラス　非常勤講師
1998 年～1999 年 聖心女⼦大学　英文科　非常勤講師
2001 年～2007 年 東京海洋大学　英語クラス　非常勤講師
2001 年～2007 年 聖心女⼦大学　英文科　非常勤講師
2008 年～2015 年 千葉商科大学　政策情報学部　教授
2010 年～2019 年 千葉商科大学大学院　会計ファイナンス研究科　客員教授
2010 年～2019 年 千葉商科大学　国際センター長









2000 年 オーストラリア　SouthernCrossUniversity―LismoreCampus にて講
演　“Cross-CulturalCommunication”
2002 年 アルク主催・講演シリーズ第 1 回「眠った英語を呼び覚ます」　～確実
に英文を覚える方法～
2003 年 アルク主催・講演シリーズ第 2 回「眠った英語を呼び覚ます」　～シャ
ドーイング～
2003 年 アルク主催・講演シリーズ第 3 回「眠った英語を呼び覚ます」　～耳か
ら口へ～











2006 年 名古屋 YMCA 主催・講演シリーズ第 1 回「通訳訓練が⽣み出した
DLS 英語学習法セミナー」（入門編）





2016 年 英語スピーキング練習法 A-LiSM　朝日出版社
2016 年 NewsMadeEasy はじめての時事英語演習　金星堂
2007 年 改定新版通訳教本『英語通訳への道』　日本通訳協会編（大修館）
2004 年 『眠った英語を呼び覚ます～DLS 英語学習法のすすめ～』　はまの出版




2009 年 LivingJapan:EssaysonEverydayLife inContemporaryJapanEd.
HarumiKimura　共訳　GlobalOriental.









































































（図 2）。沖縄島と屋我地島と奥武島の 2 つの小さな島によって囲まれた内海である。東
シナ海とは，沖縄島と屋我地島間のワルミ海峡と屋我地島と奥武島間，奥武島と沖縄島間




























　羽地内海，漫湖で得られた OH12-2 コアおよび OM12-2 コアは，半裁後に放射性炭素同
位体比年代測定用の試料を採取した。OH10-2 コアでは，深度 742cm，1078cm，1484cm
の 3 層準から植物片および 2390cm の 1 層準から有機質粘土，OM12-2 コアでは，深度



















　深度 24m から 20m にかけては，礫が多く混じる粘土からなり，粒径が 5cm を超える
大型の礫の混入が見られる。深度 21m から 20m にかけては礫が特に多い。深度 20m か
ら 19m にかけては，粘土層であり，19m から 17m では礫層となる。最下部の深度 24m
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から 17m にかけては，全体的に礫が多く混入しており，CNS 分析用のキュービック試料
の採取ができない層準があった。
　深度 17m 以浅は，粘土層が厚く堆積しており，植物片や貝殻片を含んでいる。深度
14m から 13m にかけては礫層が見られ，13m から 12m かけて粘土層，12m から 11m で
再び礫層へと変化している。深度 11m から 8m にかけては，厚い粘土層であり，11m 付
近に植物片が混入している。深度 8m から 6m には，シルト質粘土，6m から 4.5m にかけ
て砂層となっている。深度 4.5m から本ボーリングコア最上部の 3m にかけては礫層となっ
ている。本ボーリングコアは，道路の盛り土斜面から採取されたため，深度 0m から 3m
までは道路盛り土として採取しなかった。
　年代測定結果を表 1 に示す。深度 2390cm で 36385±115yrBP，1484cm で 6965±35
yrBP，1078cm で 4610±40yrBP，742cm で 2910±40yrBP の年代が得られた。
　色分析および CNS 分析の結果を図 4 に示す。
　色分析では，大きな変化は L＊値に見られる。最下部から 19m の礫層と 17m 以浅の粘
土層との間で a＊および b＊には大きな違いが見られないのに対し，L＊は 50 付近から 30 付
近へと減少している。また，L＊は 7m から上部にかけて漸減傾向を示している。7m から
上部にかけては a＊，b＊も微増している。深度 4m 付近では，L＊，a＊，b＊それぞれが大き
な変化を示す。b＊は，10 から 15 へと急上昇後に再び 10 前後へ下降している。

















は，最下部でから深度 19m 付近にかけては 0 に近いが，深度 17m から 5m にかけて 0.5
から 2.0 へと増加傾向を示す。深度 5m から 3m にかけては急減し，最上部では再び 0 付
近となる。TN 濃度は，最下部から深度 19m にかけては 0.06 前後であるが，深度 17m か
ら 5m にかけて 0.08 から 0.11 前後へと増加傾向である。深度 5m からは急減し最上部で
は再び 0.06 前後となる。TS 濃度は，最下部では 1.0 であるが深度 19m にかけて 0 前後ま
で減少する。深度 17m にて最高値（2.1）を示すが，急減し 1.5 から 2.0 へ増加傾向を示す。
深度 5m から減少し最上部では 0 前後となる。
5ー2　漫湖
　層序および年代を図 5 に示す。漫湖ボーリング調査では，全長 12m の堆積物を採取した。
層相は以下の通りである。
　漫湖ボーリングコアは，全長にわたって粘土からなる。深度 9.8m，2m，1.2m，0.8m 付
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　年代測定結果を図 5 に示す。最下部から深度 1160cm で 7510±25yrBP，深度 1027cm
で 7464 ± 24yrBP，深度 654cm で 7055±23yrBP，364cm で 6626±27yrBP である。
　色分析と CNS 元素分析の結果を図 6 に示す。
　最上部付近にて L＊，a＊，b＊それぞれ大きく変化している。特に b＊は，深度 2m の 3 か
ら深度 1.5m の 6 へと上昇し，その丈夫では大きく変動している。深度 1m から最上部へ
向かって 2 から 8 へと急上昇している。同様に，L＊も深度 2m から低下傾向を示し，深
度 1m 付近で大きく変動している。a＊には深度 2m 付近の変化は見られないが，深度 1m
から最上部にかけて急上昇している。また，深度 9m 付近で a＊，b＊が上昇している。
　CNS 元素分析では，最下部から深度 10m までの変化の大きい部分と，深度 10m から
2m にかけての変化の少ない部分，深度 2m から最上部にかけての変化の大きい部分にわ
けられる。最下部から深度 10m までは，TOC 濃度が大きな変化を示し，深度 11m の炭
化物密集層で最大値の 3.2 を示している。TN 濃度も深度 11m で最大値を示している。
TS 濃度は，深度 11m および 10m にて最大値の 2 を示すが，変化の幅は大きくない。深
度 10m から 2m にかけてはすべての値に変化が少ないが，TS 濃度は漸減傾向を示す。深










　羽地内海コアでは，最下部の 2390cm で 36385±115yrBP と最終氷期の年代であるの
に対し，深度 1484cm で 6965±35yrBP と大きく変化している。また，層相も最下部で
は礫が厚く，深度 17m 以浅では粘土層が安定して見られることから，最下部付近の礫層
と深度 17m 以浅の粘土層との間には堆積の中断があったと考えられる。よって，最下部
の礫層は約 30000 年前の最終氷期の堆積であり，長い堆積の中断後，約 7000 年前の完新
世中期から粘土層が堆積したものと考えられる。深度 17m 以浅では，得られた年代値には，
おおむね層序的にも問題ないと判断した。
　漫湖コアでは，深度 364cm で 6626±27yrBP であり，堆積速度に大きな違いが認めら
図 6　漫湖コアの色分析，CNS 元素分析の結果
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れる。深度 364cm 以深では，堆積速度が年 9mm と粘土の堆積速度としては異常に早く，
深度 364cm 以浅では，堆積速度が年 0.5mm と遅い。層相は粘土であり変化が見られず，
堆積の中断がおこったとは考えにくい。このことから，深度 364cm，654cm，1027cm の
14C 年代測定値は，古い時代の試料が再堆積したものと考えられる。最下部の年代が深度







約 30000 年前から礫が堆積しはじめた。本礫層は，CNS 元素分析の結果から，TOC，TS





TOC，TN 濃度を堆積物の有機物の相対的な負荷量の指標として考えと，低い TOC およ
び TN 濃度から，有機物供給量は少ない環境であったと考えられる。TS 濃度は，堆積物
形成時の海水侵入の有無や，底層の酸化還元度を推定する指標として用いられる（Berger,







コアとも，約 8000 年前から堆積物が連続して堆積していると考えられる。約 8000 年前に
は，OM12-2 の CNS 元素分析の結果に大きな変化が見られる。TOC，TN 濃度が大きく
変化しており，漫湖では堆積環境が不安定であったことが推測される。TS 濃度が OH12-
2，OM12-2 ともに高いことから，羽地内海，漫湖ともに海水の影響が強くなったと考え
られる。約 8000 年前から 7000 年前にかけては，世界的な高海水準期にあたり，沖縄島周
辺の東シナ海においても海水準が上昇し内湾や河川に侵入した影響といえる。約 8000 年






　約 1000 年前に色分析，CNS 元素分析に大きな変化が見られる。OH12-2 では，色分析





















グスク時代であるとされ 8 世紀から 10 世紀であることから（高宮 2002），OH12-2，
OM12-2 に見られる約 1000 年前の堆積環境の変化は，沖縄島における稲作農耕の開始に
伴う環境破壊の影響によるものと考えられる。
6-5　近年の堆積環境の変化と沖縄島の開発との関係















































UjiieY.,UjiieH.,TairaA.,NakamuraT.,OguriK.（2003）, Spatial and temporal
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五反田克也・米延仁志：沖縄島における最終氷期および完新世の環境変遷
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ことを示している。この項目は先行研究（相良ら，2019 など）と同一である。
　2 つめは，調査対象者の自尊感情を測定するための 30 項目である。今回は自尊感情尺


































































































　具体的には，2019 年 7 月の「教育実習の研究」授業時に履修者に対し調査の説明がな
され，実習が前期中に終了する場合は 2019 年 8 月末までに，実習が後期になる場合は実
習終了後 2 週間以内に，アンケートに回答して提出するように求めた。最終的に 164 名が




査対象とした 153 名を総合評価で分類すると，Ａ評価が 94 名，Ｂ評価が 54 名，Ｃ評価が

























A1：評価的側面 18.52 （3.11） 18.22 （3.41） 15.20 （5.02）
A2：受容的側面 14.46 （3.79） 14.61 （4.09） 14.20 （4.55）
A：RSES合計点 32.98 （6.36） 32.83 （6.99） 29.40 （8.50）
自己好意性／自己有能感尺度（SLCS）
B1：自己有能感 31.81 （6.06） 30.50 （6.82） 25.00 （6.96）
B2：自己好意性 32.37 （7.31） 31.52 （7.24） 26.60 （5.18）














































A1：評価的側面 .186* .188* .220** .162* .262** .253** .299** .313** .346** .331**
A2：受容的側面 .074 .130 .088 .012 .067 .089 .152 .104 .213** .168*
A：RSES 合計点 .136 .170* .161* .087 .170* .178* .238** .217** .298** .264**
自己好意性／自己有能感尺度（SLCS）
B1：自己有能感 .222** .255** .235** .152 .280** .294** .343** .272** .350** .330**
B2：自己好意性 .182* .207* .191* .145 .191* .132 .228** .239** .310** .269**
B：SLCS 合計点 .221** .253** .233** .163* .257** .229** .311** .281** .362** .328**
*p<.05,**p<.01
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　最後に，教員採用試験合格者とそれ以外の比較を表 5 に示した。今回調査対象とした




外し，Ａ評価（合格者 18 名／それ以外 76 名；合格率 19.1％）とＢ評価（合格者 3 名／そ












Ａ評価 18 （11.8%） 76 （49.7%） 94 （61.4%）
Ｂ評価  3 （ 2.0%） 51 （33.3%） 54 （35.3%）
Ｃ評価  1 （ 0.7%）  4 （ 2.6%） 5 （3.3%）
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ではなかった。Dongen（2003）は，2 週間の減眠生活と 3 日間の断眠生活の間，認知（覚
醒度，注意力，計算力など）テストを行い，一日あたり 4 時間，6 時間の減眠生活では，
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長時間覚醒と飲酒を比較した研究がある（Dawson1997）。血中アルコール濃度 0.05％（呼
気中アルコール濃度が 0.25mg/L に相当；酒気帯び運転の基準は同 0.15mg/L）は，統計
的に自動車運転時の事故率が非飲酒時の 2 倍になる値である。この状態と 17 時間の連続
覚醒の状態では，作業効率が同等との結果が出ている。Dawson（1997）の実験では，朝




























































































録用紙記録するトレーニング期間とし，US 法は適用しない。第 2 週は，通常の生活で過
ごすこととし，US 法を適用した。第 3 週は，減眠生活（平均的な就床時間から就床時刻
を 1 時間遅らせる）とし，US 法を適用した。第 4 週は，減眠生活とし，US 法は適用し
ない（一部の被験者は，第 3 週と第 4 週を同じ内容で過ごした）。
　第 1 週と第 2 週の比較で，通常生活における US 法の効果を，第 3 週と第 4 週の比較で，
減眠生活，すなわち寝不足状態における US 法の効果を明らかにすることができる。
④分析
　各週の実験環境への馴化期間を週末の 2 日間と考えて，各実験週の第 3 日～第 7 日の 5
日間の記録について分析を行った。なお，検定処理について，特段の記載のない項目につ

















た。分析にあたっては，それぞれの実験週（連続した 7 日間）の後半 5 日間の平均値を代
表値とした。
3.2．通常生活におけるUS法の検証







　次に，被験者別に，眠気（11 時，15 時，就床前）について分析すると，改善（3 つの
時間帯において，「悪化」なし）6 名，悪化（「改善」なし）4 名，大きな変化なし（「改善」
「悪化」ともになし）5 名であった。それぞれの実験期間 2 週間の平均睡眠時間は改善グルー












第 4 週は通常生活よりも就床時間を 1 時間程度遅らせる減眠生活を指示した（Ｎ＝8）。そ
のうえで，実験第 3 週に US 法を適用した。すなわち，実験第 3 週と第 4 週の比較により，
寝不足状態における US 法の効果を検証することが可能となる。また，基準週を後半に置
くことで，学習効果が少ない状態で US 法の効果を検証することが可能となる。








準週平均 4.45 が US 法適用時 4.39；減眠生活時の基準週平均 4.91 が，US 法適用時 4.35）。
また，学習効果を減じた場合においても，作業効率については US 法により値が上昇し改
善傾向が見られた（基準週平均 14.9 が，US 法適用時 16.2）。
　いっぽう，被験者別に，眠気（11 時，15 時，就床前）について分析すると，11 時にお
ける眠気が US 法により改善（眠気の減少）が見られた被験者は 1 名であったのに対して，




　また，第 4 週の “眼帯をしない” 生活週を基準とし，±10％以上変化した場合をそれぞ
れ改善・悪化として（±10％については「大差なし」と評価）。認知作業課題について，
被験者別に改善・悪化の評価を行うと。改善（3 つの時間帯において，「悪化」なし）5 名，
悪化（「改善」なし）0 名，大きな変化（「悪化」も「改善」もなし）なし 3 名であった。
　被験者 8 名の平均睡眠時間は，通常生活の第 1 週が 6 時間 18 分，第 2 週が 6 時間 3 分，
減眠生活の第 3 週が 5 時間 38 分，第 4 週が 5 時間 56 分であった。実験設定として指示し












ることにより，日中の眠気午前 11 時，午後 3 時がともに減少した（対照実験のそれぞれ
67％，58％）。また制限状態で減眠（対照実験より睡眠時間が平均 55 分減少）すると，起
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平均 40 分減少）すると，日中の眠気午前 11 時，午後 3 時がともに減少した（対照実験の
それぞれ 69％，93％）が，起床時の眠気および就床前の諸要素に大きな影響はなかった。
　被験者Ｃ；ポジティブな結果を示した。視覚入力を制限することにより，日中の眠気午
前 11 時，午後 3 時がともに減少した（対照実験のそれぞれ 79％，59％）。また制限状態
で減眠（対照実験より睡眠時間が平均 72 分減少）すると，起床時の眠気が 114％に増大し，
日中の眠気午前 11 時，午後 3 時がともに減少した（対照実験のそれぞれ 95％，86％）。
ただし，被験者Ａと同様で，入力制限のみに比べると，視覚制限＋減眠のほうが眠気は高





気午前 11 時，午後 3 時がともに減少した（対照実験のそれぞれ 90％，71％）。視覚制限
状態で減眠（対照実験より睡眠時間が平均 36 分減少）すると，起床時の眠気が減少（73％）
し，日中の眠気午前 11 時，午後 3 時がともに減少した（対照実験のそれぞれ 70％，
57％）。被験者Ａ，被験者Ｃと異なり，視覚制限のみに比べると，視覚制限＋減眠のほう





前 11 時，午後 3 時がともに上昇した（対照実験のそれぞれ 138％，175％）。また，起床
時の眠気は減少（86％），就床時の眠気はやや増加（104％）した。
　被験者Ｆ；ネガティブな結果を示した。視覚入力を制限することにより，日中の眠気午
前 11 時には増加（対照実験の 160％）し，午後 3 時には減少した（対照実験の 56％）。ま
た，起床時の眠気は減少（88％），就床時の眠気はやや増加（107％）した。
　被験者Ｇ；視覚入力を制限することにより，日中の眠気午前 11 時，午後 3 時がともに
減少した（対照実験のそれぞれ 93％，88％）。制限状態で減眠（対照実験より睡眠時間が











ての個別の分析をすると「悪化」が 8 名中 0 名であること，第二に，通常生活中の US 法
の適用結果から，眠気の生起および認知作業課題について個別の分析をするとポジティブ
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EOGtoDetect theDrowsiness,Proceeding of The 5 th Symposium on Intelligent 
Human Sensing （IHSS2007）.27-30.
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・電車内で眼帯をつけて 登校／下校（第 1 週，第４週は不要）










































 夢 記憶にない， ぼんやり＜・・１・・２・・３・・４・・５・・＞はっきり
   悪 ＜・・１・・２・・３・・４・・５・・＞ 良
   悪 ＜・・１・・２・・３・・４・・５・・＞ 良
 右 の眼帯時間 ＿＿＿＿時 ＿＿＿＿分 ～ ＿＿＿＿時 ＿＿＿＿分
この間の 眠気の程度 ＿＿＿ 行動内容 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 左 の眼帯時間 ＿＿＿＿時 ＿＿＿＿分 ～ ＿＿＿＿時 ＿＿＿＿分
この間の 眠気の程度 ＿＿＿ 行動内容 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
眠気の程度 ＿＿＿ 行動内容 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
眠気の程度 ＿＿＿ 行動内容 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
強い眠気を感じた時間帯 ＿＿＿＿時 ＿＿＿＿分 ごろ
＿＿＿＿時 ＿＿＿＿分 ごろ
ウトウトしてしまった時間帯 ＿＿＿＿時 ＿＿＿＿分 ごろ
＿＿＿＿時 ＿＿＿＿分 ごろ
眠ってしまった時間帯 ＿＿＿＿時 ＿＿＿＿分 ごろ
＿＿＿＿時 ＿＿＿＿分 ごろ
漢 字 ＿＿＿ 問 計 算 ＿＿＿ 問
ココロロ ＿＿＿ ％ 眠気の程度 ＿＿＿

































































（2） 保全運動の代表者や東工大原科幸彦教授を含む研究者等の ML を通したやり取りがつぶさに報告されている。































































　2011 年 3 月 11 日 14 時 46 分，東日本大震災の発生と同時に，揺れを感知した発電所で
は全ての核反応炉がマニュアル通り停止した。原子力発電所の想定していた M8.2 と比し
て 16 倍の M9.0 という甚大な衝撃だったが，数秒以内に制御棒が挿入され，連鎖反応は
停止，余熱の負荷は通常運転の 3％程度だった。しかし，15 時 42 分，大津波が押し寄せ
外部からの電源がストップ，非常用ディーゼル発電機も故障して電源喪失，バッテリーに
切り替えるも 8 時間しか持たず，電源車による送電に失敗して全電源喪失状態となり，3



































































































報交換が始まる。その数は 3 月 21 日までの 10 日間で 237 通，4 月 11 日までの 1ヶ月間で

































れるかもしれませんので，ご参考までご紹介しておきます。M 教授の TV 出演は参考に
なりました。」






























































集をする。入校の締め切り時間により版が新しくなっていき，午前 1 時締切の最新 14 版
は都心部，首都圏でも神奈川，千葉など周辺は 24 時締切の 13 版止まりで，見出しや記事
内容が異なることも多い。
　筆者が NHK 報道局で 21：00 のニュースを担当していた時も，最初の編集会議が 11：00












政 経 社 外 科 文・・・
治 済 会 信 学 化・・・
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　この場合，図 1 では編集権が編集会議に集中されているのに対し，図 2 では編集会議が
機能せず，専門家が編集権の一部を行使している状況が現れている。ちなみに，読売新聞


































と専門家の会議が政権交代前の自民党時代は 0.85 回 / 月だったのに対し，民主党政権に





























































Active Learning in the Japanese EFL Classroom
 Mari YAMAUCHI
1　Introduction
　Many Japanese higher education institutions, including us, have introduced or are 
introducing active learning (AL) approaches, following a worldwide trend towards 
student-centered or learning-centered education.(1)
　Putting the definition aside, the idea of active learning is not at all new to language 
teachers. You cannot learn skills without actively practicing the skills you want to learn, 
as learning skills involves developing some physical coordination and experiential 
learning. In the context of language learning, learners need to be actively engaged in 
spoken production and spoken interaction to acquire language skills. Numerous active 
learning strategies have been suggested, since the rise of Communicative Language 
Teaching (CLT) in 1970s, to promote students’ interaction and participation.
　However, CLT does not seem to have taken root in English Education in Japan. So, at 
the moment, university students tend to lack previous experience and training in 
spoken production/interaction, which can pose a challenge to English language teachers 
hoping to promote students’ interaction and participation in their classroom. For 
example, Think-Pair-Share (TPS) should be a simple and effective AL technique, but if 
TPS is introduced without appropriate preparation, students could take forever to put 
their thoughts together and write them down and might end up just reading aloud 
what they have written.
　What can we, language teachers, do to help those students who lack experience and 
training to be actively engaged in spoken production and interaction? This paper 
discusses how AL approaches were implemented in the Basic English 2 : English for 
Homestay (in fall 2019) and assess how they worked to facilitate active student 
participation by triggering student interest in what they were learning and practicing.
2　Interest-Driven, Active Learning
　There can be many different ways of defining “active learning”, and many different 
active learning models and approaches have been proposed and adopted according to 
(1) Yamada & Yamada (2018)
〔Articles〕
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different learning objectives,(2) but when students are engaged with the material, 
participating in the class, and collaborating with each other, they should be learning 
more actively than when they are simply listening (and trying to memorizing what they 
hear).(3) Active learning matters since that is how we learn effectively: we learn more 
when we participate in our learning process.(4)
　One of the key factors in higher learner engagement is their interest.(5) When learners 
are interested in what they are learning, they “pay closer attention and process the 
information more efficiently”,(6) and their “engagement deepens as they willingly spend 
time thinking, dialoguing, and creating ideas in meaningful ways”.(7)
　Interest is an intrinsic motivator,(8) for sure, but as we cannot assume all the students 
are always interested in what they are going to learn, motivational interventions will be 
needed in any educational context. Harackiewicz et al. (2018) identifies four types of 
interest intervention, including (i) attention-getting (using such structural features as 
novelty, complexity, surprisingness, hands-on activities, group work, choice, social 
involvement, etc.), (ii) context personalization (providing context evoking prior individual 
interest), (iii) problem-based learning (highlighting a lack of needed knowledge, 
promoting self-generated questions), and (iv) enhancing utility value (helping students 
find meaning and value in their courses).
　As Harackiewicz et al. (2018) notes, however, none of those interest intervention is 
versatile. Context personalization for a large classes or a heterogeneous group of 
students can be challenging, for example. If there are topics of common interest, levels 
of competence to carry out given activities may vary. Selection of an intervention 
depends on specific instructional settings.
3　Active Learning in the English Language Classroom
　In our institution, the Basic Education Center has been established recently, and it 
has started to offer new foreign language programs. The newly-launched language 
courses are all elective and topic-based, which is totally different from the language 
courses that have been offered by the Faculty of Commerce and Economics. In addition 
to this change, we will have 105-minute class periods, starting in the academic year of 
2020.
　Given these new, elective and topic-based language courses, it is now easier for 
(2) Yamada & Yamada (2018), Pesavento, et al. (2015), Edelson & Joseph (2001)
(3) Promoting Active Learning.
(4) Grunert O’Brien, Millis, & Cohen (2009)
(5) Harackiewicz et al. (2018), McCarthy, (2014), Paul (2013), Edelson & Joseph (2001)
(6) Paul (2013)
(7) McCarthy (2014)
(8) Edelson & Joseph (2001)
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students to choose a language (or more) and a topic (or more) that they want to learn. 
This is beneficial to promoting active learning since the students are, assumedly, 
interested in learning in the course they chose to take. One apparent challenge to the 
instructors, on the other hand, is that the students’ proficiency levels can vary widely 
since no placement test is required. So, the language instructors in charge of these new 
courses are now (being) prepared to increase or maintain their pre-existing interest, and 
to take care of varied levels of proficiency, while they should get prepared for the 
longer class period.
　I am among them, who taught one of the new course in 2019. Looking back, the 2019 
course can be seen as a case of incorporating active learning into a topic-based English 
language classroom. In the following sections, what activities and what technology tools 
were used for what purposes and how (well) they worked will be shown. It will also be 
discussed that the longer class period can be beneficial to further promote active 
learning.
4　2019 Fall Class
　In this section, the student needs and interest, at an initial stage, will be discussed 
based on the results of a pre-test and a pre-survey (§4.1), and some of the selected 
learning activities will be illustrated (§4.2).
4.1　Student Profile
　The class I taught in 2019 fall was Basic English 2 : English for Study Abroad. As 
mentioned above (§3), the course was elective and no placement test was required. It 
was expected that the enrolled students would share common interest in study abroad 
but their proficiency levels could vary.
　One of the first things the instructor of such a class should do is to know the 
students, and technology helps here. I conducted online surveys, using Survey Monkey 
(a paid plan), to know student learning attitudes and interest. Also in order to get a 
rough understanding of their needs, I had them take an online English proficiency test(9) 
and report the test result via Google Form. All the online materials were shared in the 
LINE group for the class (Fig. 1).(10)
　The proficiency test consists of only 15 questions that measure receptive skills. The 
students were told that the scores were not going to be part of their grades. They took 
the test as a homework assignment, so it was possible for them to take as much time as 
they liked. 23 out of 26 enrolled students reported their test results. As Fig. 2 shows, 
(9) NHK Textbook English Proficiency Test [英語力測定テスト] 2019.
(10) “Notes” are used for the announcement. And when posting a “Note” I mostly use the LINE app for Mac 
because otherwise it would be troublesome (to me) to create an announcement with relevant links.
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over 90 % of them (22 out of 23) were estimated to have a Beginner/Basic level of 
receptive skills (A1, A1-A2, or A2). As for receptive skills, their proficiency levels did 
not vary as much as expected (See also Table 1).
Fig. 1　 A class announcement shared in the 
LINE group
Fig. 2　 Pre-Test: English Proficiency Test 
(October, 2019; N=23)
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　Along with the test, the students were asked, in a pre-survey conducted in October, 
to self-assess their proficiency level in each of the 5 skill areas of listening, reading, 
spoken interaction, spoken production, and writing, referring to the CEFR self-
assessment grid (Table 1)(12). As Table 2 shows, about 76% self-assessed their listening 
skills as A2 or higher, and about 86% self-assessed their reading skills as A2 or higher. 
Their self assessment of receptive skills largely corresponded to the the test results 
(Fig. 2).
　As for the productive/interactive skills, about half the students assessed their 
proficiency as A1 (Table 2), thinking that they were NOT capable of using very simple 
phrases (See Table 3). Assuming that they had hardly ever practiced speaking, 
communicating, or writing in English to express themselves, as is the case with most 
Japanese students I have met, their low self-assessed proficiency in productive/
interactive skills seemed reasonable.
　The low self-assessed proficiency in productive and interactive skills appeared to be 
correlated to their high foreign language (FL) anxiety level. In the same pre-survey, 
they were asked to answer on a 5-point Likert scale (1: not at all true of me, 3: halfway 
Table 1　CEFR Self-Assessment Grid(11) for Receptive Skills: A1 to B2
Listening Reading
A1
- I can recognise familiar words and very basic phrases 
concerning myself, my family and immediate concrete 
surroundings when people speak slowly and clearly.
- I can understand familiar names, words and 
very simple sentences, for example on notices 
and posters or in catalogues.
A2
- I can understand phrases and the highest frequency 
vocabulary related to areas of most immediate 
personal relevance (e.g. very basic personal and family 
information, shopping, local area, employment).
- I can catch the main point in short, clear, simple 
messages and announcements
- I can read very short, simple texts.
- I can find specific, predictable information in 
s i m p l e  e v e r y d a y  m a t e r i a l  s u c h  a s 
advertisements, prospectuses, menus and 
timetables
- I can understand short simple personal 
letters.
B1
- I can understand the main points of clear standard 
speech on familiar matters regularly encountered in 
work, school, leisure, etc.
- I can understand the main point of many radio or TV 
programmes on current affairs or topics of personal or 
professional interest when the delivery is relatively 
slow and clear
- I can understand texts that consist mainly 
of high frequency everyday or job-related 
language.
- I can understand the description of events, 
feelings and wishes in personal letters.
B2
- I can understand extended speech and lectures and 
follow even complex lines of argument provided the 
topic is reasonably familiar.
- I can understand most TV news and current affairs 
programmes.
- I can understand the majority of films in standard 
dialect.
- I can read articles and reports concerned 
with contemporary problems in which the 
writers adopt part icular att i tudes or 
viewpoints.
- I can understand contemporary literary 
prose.
(11) Council of Europe. See Appendix for C1 and C2.
(12) They used a Japanese version of the Self-Assessment Grid.
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Table 3　CEFR Self-Assessment Grid for Productive/Interactive Skills: A1 to B2
Spoken Interaction Spoken Production Writing
A1
- I can interact in a simple way 
provided the other person is 
prepared to repeat or rephrase 
things at a slower rate of speech 
and help me formulate what I’m 
trying to say.
- I can ask and answer simple 
questions in areas of immediate 
need or on very familiar topics.
I can use simple phrases and 
sentences to describe where I 
live and people I know.
- I can write a short, simple 
postcard, for example sending 
holiday greetings.
- I can fill in forms with personal 
details, for example entering my 
name, nationality and address on 
a hotel registration form.
A2
- I can communicate in simple and 
routine tasks requiring a simple 
and direct exchange of information 
on familiar topics and activities.
- I can handle very short social 
exchanges, even though I can’t 
usually understand enough to keep 
the conversation going myself.
- I can use a series of phrases 
and sentences to describe in 
simple terms my family and 
other people, living conditions, 
my educational background 
and my present or most recent 
job.
- I can write short, simple notes 
and messages relating to matters 
in areas of immediate needs.
- I can write a very simple 
personal letter, for example 
thanking someone for something.
B1
- I can express myself fluently and 
spontaneously without much obvious 
searching for expressions.
- I can use language flexibly and 
effectively for social and professional 
purposes.
- I can formulate ideas and opinions 
with precision and relate my 
contribution skillfully to those of 
other speakers.
- I can present clear, detailed 
descriptions of complex subjects 
i n t eg ra t i ng  sub - t h emes , 
developing particular points 
and rounding of f  with an 
appropriate conclusion.
- I can present a clear, smoothly-
flowing description or argument 
in a style appropriate to the 
context and with an effective 
logical structure which helps the 
recipient to notice and remember 
significant points.
B2
- I can take part effortlessly in any 
conversation or discussion and have 
a good familiarity with idiomatic 
expressions and colloquialisms.
- I can express myself fluently and 
convey finer shades of meaning 
precisely.
- If I do have a problem I can 
backtrack and restructure around 
the difficulty so smoothly that 
other people are hardly aware of it.
- I can express myself in clear, 
well-structured text, expressing 
points of view at some length.
- I can write about complex 
subjects in a letter, an essay 
or a report, underlining what I 
consider to be the salient issues.
- I can select style appropriate 
to the reader in mind.
- I can write clear, smoothly-
flowing text in an appropriate 
style.
- I can write complex letters, 
reports or articles which present 
a case with an effective logical 
s tructure  which he lps  the 
recipient to notice and remember 
significant points.
- I can write summaries and 
rev iews o f  pro fess iona l  or 
literary works
Table 2　Self-Assessed Proficiency Levels (October, 2019; N=21)
A1 A2 B1 B2
Understanding
Listening  5 (23.8%) 12 (57.1%) 3 (14.3%) 1 (4.8%)
Reading  3 (14.3%) 14 (66.7%) 3 (14.3%) 1 (4.8%)
Speaking
Spoken Interaction 11 (52.4%)  7 (33.3%) 2 (9.52%) 1 (4.8%)
Spoken Production 11 (52.4%)  6 (28.6%) 3 (14.3%) 1 (4.8%)
Writing Writing 10 (47.6%)  6 (28.6%) 4 (19.1%) 1 (4.8%)
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true of me, 5 : totally true of me). As Table 4 shows, 62 % of the students were very 
worried about their pronunciation; 57% felt nervous when they had to speak in English 
in class; 52 % thought they would feel uncomfortable or nervous if they have to 
communicate in English.
　Also, it was found that using their mouth and ears to learn words or phrases was less 
common than using their hands (See Table 5). Writing down words helps you memorize 
them for sure, but if you do not practice saying them aloud you never gain automaticity 
of language production process. And if you do not try to imitate what you hear, 
phonological representations you form when you use (read, listen to, write, or speak) 
English might be quite different from acceptable ones, which is again the case with 
almost all the Japanese students I have taught(13), (14). Those students, naturally, have 
difficulty in processing spoken English even if they can easily read and understand the 
same phrases or sentences.
　Finally, Table 6 shows their interest in intercultural communication and willingness 
to communicate with non-Japanese speakers, which informed me that there were a few 
who had no interest in intercultural experience or homestay/study abroad with a few 
exceptions, they were generally interested in intercultural experience, but not in 
international jobs; and their willingness to communicate with non-Japanese speakers 
were relatively weak.
　In sum, the pre-course test and survey revealed that the enrolled students were more 
homogeneous than expected: their receptive skills were roughly estimated as A1 to A2, 
Table 4　Foreign Language Anxiety (October, 2019; N=21)
1＊ 2 3 4 5 M SD
I wouldn’t like it if my English sounds 























I would feel uncomfortable if I have to 











I would feel nervous if someone asks me 











＊1: Totally true of me - 2 - 3: Halfway true of me - 4 - 5: Not at all true of me
(13) See 山内 [Yamauchi] (2002) and Greer & Yamauchi (2008) for how Japanese EFL learners tend to mishear 
English because their phonological representations are too different from acceptable pronunciations.
(14) They have formed some phonological representations of lexical units they learned, since otherwise
　　 you cannot rehearse them, vocally or subvocally, in the phonological loop, and hence you cannot remember 
them (the units will decay before they can be stored in long-term memory). But unfortunately those 
representations are too different from acceptable pronunciation in many cases, It is crucial to learning 
foreign words or phrases that learners can form acceptable phonological representations and rehearse 
them (Baddeley et al.,1998; Fallahcha, 2011, 角田 [Kadota], 2006; 角田 [Kadota], 2015).
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and their productive/interactive skills were self-assessed as A1 to A2; they had lacked 
sufficient basic practice of saying out loud; they had relatively high levels of FL anxiety; 
their willingness to communicate with non-Japanese speakers were relatively weak; 
With a few exceptions, they were generally interested in intercultural experience, but 
not in international jobs.
　Since this course, English for Homestay, aims to prepare students for homestay 
situations, A2 level proficiency in English was an appropriate (minimum) goal: they need 
at least to be able to understand, describe and communicate about things of immediate 
relevance and matters of immediate needs, to do simple and routine tasks (See Table 1 
and Table 3). That also appeared to be a realistic short-term goal to all, as it could be 
safely assumed that those estimated to have A 2 or higher levels of proficiency in 
receptive skills would be quite weak in productive and interactive skills. Another 
common issue was FL anxiety, which I planned to address by providing less 
intimidating opportunities to practice using English. Also, explicit instruction seemed to 
be desirable to help the students realize the importance of oral and aural practice for 
beginner language learners.
Table 5　Study methods they use (October, 2019; N=21)
5＊ 4 3 2 1 Mean SD
I remember words or grammar examples 




















I say useful phrases over and over until I 























＊5: Totally true of me - 4 - 3: Halfway true of me - 2 - 1: Not at all true of me
Table 6　Interest in Intercultural/International Contact (October, 2019; N=21)
5＊ 4 3 2 1 M SD




































I’m willing to help foreigners in trouble at 




















＊5: Totally true of me - 4 - 3: Halfway true of me - 2 - 1: Not at all true of me
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4.2　Activities and Use of Student Devices
　This section will show how some of the language activities and tools were selected to 
trigger student interest in what they were learning and practicing. Table 7 summarizes 
the language activities used in the class: regular activities include song listening, 
dialogue practice in pairs, word-by-word chorus reading, and Duolingo given as a 
homework assignment; activities using student devices (mostly smartphones) include 
Kahoot! quizzes,(15) Duolingo, sharing writing and video in the class LINE. In addition to 
those activities, the students were allowed to use their device during the class time to 
look up vocabulary items new to them via Weblio dictionary(16) or Google Translate, and 
to search information on the Internet.
　Most activities listed here (Table 7) were expected to serve as “interest triggers” for 
the enrolled students: they involved “new” challenges (they were asked to speak out 
loud, re-tune their phonological representations and access their knowledge as quickly 
as possible); the content and/or ways of learning were relevant to their needs (§3); and 
purposes and reasons for the activity were made explicit. One activity or a segment of 
an activity lasted 10 to 20 minutes, which was also expected to keep their attention 
level.
Kahoot! Quizzes
　Kahoot! is a game-based classroom response system (Fig. 3), which can be used free 
Table 7　Summary of Activities Used in the 2019 Fall Class










Song Listening ✓ ✓ ✓ NA＊ ✓
Dialogue Practice in 
Pair ✓ ✓ ✓ NA ✓
Word-by-Word 
Reading ✓ ✓ ✓ NA ✓
Kahoot! ✓ ✓ NA
Interview & Survey ✓ ✓ NA ✓
Duolingo ✓ ✓ ✓ ✓ NA ✓
Sharing Writing ✓ ✓ ✓ NA ✓
Sharing Video ✓ ✓ ✓ NA ✓
＊NA=Not applicable here.
(15) For those interested, one of the Kahoot! quizzes can be accessed here: https://bit.ly/2R7OXqc
(16) Weblio 英和辞典・和英辞典 [English-Japanese & Japanese-English dictionary]
　　 https://ejje.weblio.jp/
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of charge. A projector and a front screen, a teacher’s device, and students’ devices are 
all you need. Kahoot! is an extremely powerful attention getter (Table 7), and 
encourages students to think aloud and teach each other.(17), (18) It worked successfully to 
spice up an introductory or a review session. The results can be saved in a spreadsheet 
if you like. It can be used in the “team mode”, where a group of students sharing one 
device compete with other groups. Although students were willing to do Kahoot! every 
time, it was used only occasionally for this semester, mainly due to a time constraint.
Duolingo Assignments
　Duolingo is a self-access language learning program, available on computers and 
mobile devices.(19) Duolingo is designed to help language learners to continue their study 
using a variety of game-like features, like login bonus, daily goals, visible progress, 
unlocking a next stage as reward of completing a stage, etc.
　The materials might be too easy for learners at a B1 or higher proficiency level, but 
the issues of automaticity of access to linguistic knowledge and appropriate phonological 
representations were relevant to all the students in the class, where Duolingo could 
help a lot. This should be made clear to the students: Duolingo’s curriculum offers just 
the right difficulty level of learning materials to students at an A 1 to A 2 level, and 
when they find something too easy, they should use “Check-Point Test” or “Skip Test” 
to reach the stage that they find challenging enough.
　As mentioned above, Duolingo was used for homework. In the Duolingo for Schools 
Fig. 3　 A question on the front screen & the answer choices on the student 
device
(17) See 山内 [Yamauchi] (2017) for more detailed discussion on Kahoot! quizzes.
(18) See Mork (2014) for discussion about benefits of student response systems (like Clicker) in the Japanese 
context where students tend to take long before speaking up or even making a simple response.
(19) See Yamauchi (2019)’s presentation slides for more detailed discussion on Duolingo: https://bit.ly/3asTwD6
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section, you can create and announce assignments and view their course progress (Fig. 4).
Sharing Video/Writing in the LINE group
　Sharing their video and writing was used to provide the opportunity of “real” 
interactions, where they were asked to talk about themselves in response to my 
questions (Fig. 5). This activity can serve to facilitate personalization as well as attention 
getting.
　Although LINE was used as the platform in this semester because I did not want to 
introduce another new tool or app to them, a better platform for sharing and interacting 
should be looked for.
Phonological Training: Song Listening & Chorus Reading
　As mentioned in 4.1, many or most of the students in the class first needed to get 
exposure to acceptable spoken English and to learn to imitate what they hear to retune 
their phonological representations. Song listening was used as a routine phonological 
training as well as a warm-up. Students listen to the song of the week and fill in the 
blanks in the worksheet like the one shown in Fig. 6. The target strings usually contain 
features of connected speech, i.e., linking, elision, assimilation, /t/ allophones, etc., and 
sometimes problematic vowels and consonants, e.g., began vs begun, play vs. pray, etc.
　The instructor pauses the music after each line containing a set of blanks and check 
if they identify the missing words, providing necessary scaffolding, e.g., repeating the 
portions they find difficult to identify and explaining why Japanese learners tend to find 
them hard to recognize. Through the process, they understood, for example, why they 
missed the word “too” in the string “just too” in Fig. 6 (i.e., if your representation of 
Fig. 4　Duolingo for Schools: Students’ Course Progress
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“just” is [dʒʌsto] or [dʒʌstɯ], not [dʒʌst] or [dʒʌsʔ], then when you hear [dʒʌsʔtu:] you 
tend to think you’ve heard only “just”), and that they needed to retune their 
phonological representations.
　Also, they were given a couple of dialogues every time so that they (re-)learn and 
practice some target vocabulary and structures in context (see Fig. 7). Chunk-by-chunk 
reading was a regular component intended to help them to (re-)form acceptable 
phonological representations and to match English phrases and their meanings. If some 
students appeared to find it too easy, they were told to try “Read, Look up and Say”. On 
Fig. 5　Sharing Video in the Class LINE
Fig. 6　A part of a song listening worksheet
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the other hand, word-by-word reading was used when the text contained words that 
many of the students seemed to be unfamiliar with, or just to help them refresh 
themselves by standing up and repeating out loud in a rhythmic manner.
　The problems of wrong phonological representations and slow access to linguistic 
knowledge served as a topic of common interest and they were always explained why 
they needed to do those activities, to help enhance utility value.
Dialogue Practice in Pairs & Interview or Survey
　The same dialogues (like the one in Fig. 7) were used for another speaking practice 
focusing on quicker access to English phrases and structures. Students were paired up 
and asked to decide which would first play which role (A or B). One of them should 
work as a helper who looked at both English and Japanese and help the other, who only 
had to look at Japanese, when they had hard time retrieving a right English phrase. 
During the pair work meaningful interactions often occurred (like “No, you need a past 
tense here” or “We can say ‘eat’ here, right, instead of ‘enjoy’?”), which sometimes 
brought up a topic of common interest to be discussed in the class.
　The dialogue practice in pairs were sometimes followed by an interview or survey 
activity, where they were encouraged to use the target language to express themselves 
and interact with each other in a specific context.
Other activities
　In addition to the acitivities discussed above, several other activities were used. For 
example, writing and speaking activities to have them practice target structures were 
given when needed, e.g., when confusion among students was observed. Dictogloss was 
introduced at a later stage, when they gained more phonological awareness. Working in 
Fig. 7　A part of a dialogue practice worksheet
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groups worked quite well to help all the students, including weaker ones, to stay 
engaged. Short class discussions (in Japanese) were done from time to time when we 
came across interesting cultural things, like “Do you think 5 minutes is enough for you 
to take a shower?” One of the activities that could be interesting and engaging but I 
chose to give up due to lack of time was writing in combination with some research 
and a small group discussion.
　A balance between what can interest them and what they can do should always be 
taken into consideration, but the longer class period could allow for activities that are a 
little more time-consuming.
5　Results and discussion
　From my observation, the students appeared to be actively engaged in learning in 
the class. They seemed to be more comfortable using whatever English they could use 
and being talked to (by me) in English (sometimes replying in Japanese). So, were they 
satisfied with the learning experience? Did they find it useful and meaningful? How did 
they assess their productive/interactive skills in English now? Did their learning 
experience have some impact on their ways of learning English, foreign language 
anxiety, and interest in intercultural or international contact?
Student Feedback on the Activities
　Based on the post-survey conducted in the 2 nd week of December (N=25), the 
students were largely satisfied with the activities used as regular and/or major 
components of a lesson (Table 8): Kahoot! quizzes were the most satisfying (M= 4 . 52 , 
SD= 0 . 82), and song listening and word-by-word reading were also very popular. The 
least satisfying was sharing video, suggesting that I might have pushed them too far 
out of their comfort zone or too early.(20)
　Those satisfying activities, Kahoot!, dialogue practice, and song listening were also 
what the students found helpful to improve their English. Many students found Duolingo 
helpful (M=3 . 96 , SD=0 . 98 ) though they were only moderately satisfied with Duolingo 
(M=3.60, SD=0.87).(21)
　As seen in Table 9, most of the students (except one) were also happy about the level 
of English used and learned in the class, which helped them to stay engaged. As for 
Duolingo as well, English used there suited 86 % of the students. To provide more 
personalized homework assignments using the student device, however, other learning 
programs available on their devices should be offered as well to give students choices.
(20) See 山内 [Yamauchi] (2018, 2019) for implementing video-based communication.
(21) I can understand their complaints about Duolingo English for Japanese learners. Exercises including 
English to Japanese translation can be really frustrating when they give too many words to choose from.
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Self-Assessed Proficiency
　Compared to the pre-survey in October, their self-assessed proficiency levels 
improved after 8-9 weeks. 3 to 5 times as many students self-assessed their proficiency 
level as B 1 in all the 5 skills, and less than half of the students self-assessed their 
productive/interactive skills as A 1 (Table 10). The improved self-assessed proficiency 
levels and the perceived usefulness of the activities (Table 8) can be seen to be 
correlated to each other.
Impact on Learning Methods
　The activities had a favorable impact on the students’ learning methods. As Table 11 
shows, on average, more students now practiced saying out loud (M=3.64, SD=0.76) than 
before (M=2.81, SD=0.87), and this difference was significant  (t(40.12)=3.41, p<.05) and 
presented a medium sized effect (r=.45)(22); more students now rehearse phrases to gain 
fluency (M=3.20, SD=1.12) than before (M=2.90, SD=0.83), and this difference presented 
a small sized effect (r=.10) though not significant  (t(43.39)=1.04, p>.05); more students 
Table 8　Satisfaction and Perceived Usefulness (2019.12; N-25)
Activity
I’m very satisfied with it. It helped me a lot to improve my English
M SD M SD
Song Listening 4.32 0.90 3.92 0.91
Dialogue Practice in Pair 3.92 0.81 4.00 0.82
Word-by-Word Reading 4.20 0.82 3.88 0.83
Kahoot! 4.52 0.82 4.24 0.83
Interview & Survey 3.76 1.05 3.80 0.87
Duolingo 3.60 0.87 3.96 0.98
Sharing Writing 3.56 1.19 3.64 1.11
Sharing Video 2.96 1.31 3.16 1.25
＊5: Totally true of me - 4 - 3: Halfway true of me - 2 - 1: Not at all true of me
Table 9　Level of English Used in the Class & in Duolingo
Just the right 
level for me.




Too easy to 
stay motivated.
Too hard to 
stay motivated.
English in 
the class 7 (28.0%) 9 (36.0%) 8 (32.0%) 1 (4.0%) 0 (0.0%)
English in 
Duolingo 5 (20.0%) 12 (48.0%) 4 (16.0%) 4 (16.0%) 0 (0.0%)
(22) Mizumoto’s Effect Size Calculator 1 was used to calculate each effect size: http://langtest.jp/ For the 
notion of Effect Size, see Cohen (1988), Cohen (1994), 水本・竹内 [Mizumoto & Takeuchi] (2010), 村井・橋本 
[Murai & Hashimoto] (2018).
― 85 ―
Mari YAMAUCHI：Active Learning in the Japanese EFL Classroom
now used English songs for oral/aural training (M=3.76, SD=1.36) than before (M=3.00, 
SD=1.52), and this difference presented a small sized effect (r=.26) though not significant 
(t(40.63)=1.77, p>.05); and more students now watched English movies and dramas with 
subtitles (M=3.40, SD=1.35) than before (M=2.81, SD=1.44), and this difference presented 
a small sized effect (r=.21) though not significant (t(41.58)=1.42, p>.05).
　Thus, training with oral practice and exposure to spoken English increased to some 
extent after 8-9 weeks. Since these activities are fundamental to acquiring basic skills of 
any language, it can be said that these students have learned to better learn a foreign 
language.
Impact on Foreign Language Anxiety
　As Table 12 shows, the learning experience in this course seemed to have had a 
small but positive impact of on the students’ FL anxiety, which was still low though. On 
Table 11　How do you study English? (Pre: N=21; Post: N=25)
Pre/Post M SD t, df, p ES (r)[95% CI]
I pract ice saying words or 
phrases.
Pre 2.81 0.87
3.41, 40.12, .001 .45MediumPost 3.64 0.76
I repeat useful phrases until I 
can say them smoothly.
Pre 2.90 0.83
1.04, 43.39, .30 .15SmallPost 3.20 1.12
I listen to English songs while 
looking at the lyrics and sing 
along.
Pre 3.00 1.52
1.77, 40.63, .08 .26SmallPost 3.76 1,36
I watch English movies and 
dramas with subtitles
Pre 2,81 1.44
1.42, 41.58, .16 .21SmallPost 3.40 I.35
＊5: Totally true of me - 4 - 3: Halfway true of me - 2 - 1: Not at all true of me
Table 10　What level do you think you are at now? (Pre: N=21; Post: N=25)
A1 A2 B1 B2
L
Pre 5 (23.8%) 12 (57.1%) 3 (14.3%) 1 (4.8%)
Post 4 (16.0%)  9 (36.0%) 11 (44.0%) 1 (4.0%)
R
Pre 3 (14.3%) 14 (66.7%) 3 (14.3%) 1 (4.8%)
Post 2 (8.0%)  7 (28.0%) 15 (60.0%) 1 (4.0%)
SI
Pre 11 (52.4%)  7 (33.3%) 2 (9.5%) 1 (4.8%)
Post 5 (20.0%) 10 (40.0%) 10 (40.0%) 0 (0.0%)
SP
Pre 11 (52.4%)  6 (28.6%) 3 (14.3%) 1 (4.8%)
Post 4 (16.0%)  7 (28.0%) 12 (48.0%) 2 (8.0%)
W
Pre 10 (47.6%)  6 (28.6%) 4 (19.1%) 1 (4.8%)
Post 3 (12.0%) 11 (44.0%) 11 (44.0%) 0 (0.0%)
L: Listening, R: Reading, SI: Spoken Interaction, SP: Spoken Production, W: Writing
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average, the students were a little less worried now about their speech or pronunciation 
(M=2.32, SD=1.07) than before (M=2.00, SD=1.00), and this difference presented a small 
sized effect (r=.15) though not significant  (t(43.47)=1.05, p>.05); they were a little less 
nervous when speaking in class now (M=2.64, SD=1.29) than before (M=2.19, SD=0.89), 
and this difference presented a small sized effect (r=. 20 ) though not significant 
(t(42.52)=1.39, p>.05); and they would feel less uncomfortable about speaking to native 
speakers of English now (M=2.72, SD=1.28) than before (M=2.33, SD=0.85), and this 
difference presented a small sized effect (r=.17) though not significant  (t(41.94)=1.23, 
p>.05). However, they said they would still feel nervous if asked for directions in English 
like before.
Impact on Interest in Intercultural/International Contact
　Finally, a small but positive impact was observed on the students’ interest in 
intercultural or international contact and their willingness to communicate (WTC) using 
English. As summarized in Table 13 , on average, no change was observed in their 
interest in experiencing different cultures abroad (which was moderately high in the 
first place: M=3,71, SD=1.24), but some increase was noted in their interest in homestay 
or study abroad (Pre: M=3.48, SD=1.33; Post: M=3.84, SD=1.25), which presented a small 
sized effect (r=.14) though not significant  (t(41.69)=0.94, p>.05). Some increase was also 
noted in their interest in international jobs (Pre: M= 2 . 71 , SD= 1 . 19 ; Post: M= 3 . 16 , 
SD= 1 . 14), which presented a small sized effect (r=. 19) though not significant 
(t(42 .01)=1.30 , p>.05). Also they were more willing to interact with foreign people at 
their workplace (M=3.40, SD=1.35) than before (M=3.05, SD=1.16), and this difference 
presented a small sized effect (r=. 14) though not significant  (t( 43 . 97)= 0 . 94 , p>. 05). 
Similarly, they were more willing to help foreign people in trouble in a public place 
(M=3.52, SD=1.33) than before (M=2.86, SD=1.06), and this difference presented a small 
Table 12　Foreign Language Anxiety (Pre: N=21, Post: N=25)
Pre/Poost M SD t, df, p ES (r)[95% CI]
I wouldn’t like it if my English 
sounds strange to Englishspeaking 
people.
Pre 2.00 1.00
1.05, 43.47, .30 .15SmallPost 2.32 1.07
I feel nervous when I have to speak 
in English in class.
Pre 2.19 0.89
1.39, 42.52, .17 .20SmallPost 2.64 1.29
I would feel uncomfortable if I 
have to talk to native speakers of 
English.
Pre 2.33 0.85
1.23, 41.94, .22 .17SmallPost 2.72 1.28
I would feel nervous if someone 
asks me for directions in English.
Pre 2.14 0.91
0.56, 43.20, .57 .08
Post 2.32 1.25
＊1: Totally true of me - 2 - 3: Halfway true of me - 4 - 5: Not at all true of me
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sized effect (r=.26) though not significant  (t(43. 69)=1.88, p>.05).
　To sum up, the students were largely satisfied with the learning activities and/or 
found them helpful to improve their English, and most of them were also happy about 
the level of English used and learned in the class, which helped them to stay engaged. 
After 8-9 weeks of learning experience in the class, their self-assessed proficiency levels 
improved, and training with oral practice and exposure to spoken English increased to 
some extent, and it can be said that they had become better learners of a foreign 
language. Their FL anxiety was still high, but they were a little less worried about their 
speech or pronunciation, a little less nervous when speaking in class, and less 
uncomfortable about speaking to native speakers of English. Also they were a little 
more interested in homestay or study abroad and international jobs, and they were 
more willing to help foreign people in trouble in Japan.
　I believe they were now more prepared to build relationships with new people in a 
homestay situation and to continue or restart to learn English on their own.
6　Conclusions
　This paper reflected on a new English course, Basic English 2: English for Homestay, 
offered by the Basic Education Center starting in 2019, as a case of incorporating active 
learning into a topic-based English language classroom.
　As interest is a key to students’ active engagement in their learning process (§2), 
topic-based, elective courses should go well with the idea of active learning in a sense, 
but courses open to all levels of proficiency can pose a challenge to finding common 
Table 13　Interest in Intercultural/International Contact (Pre: N=21, Post: N=25)
Pre/Poost M SD t, df, p ES (r)[95% CI]
I want (like) to go abroad and 
experience different cultures.
Pre 3.71 1.24 0.027, 43.04,
.98 0Post 3.72 1.28
I’m interested in homestay or study 
abroad.
Pre 3.48 1.33
0.94, 41.60, .35 .14SmallPost 3.84 1.25
I’m interested in international jobs.
Pre 2.71 1.19
1.30, 42.01, .20 .19SmallPost 3.16 1.14
I ’m wi l l ing to serve fore ign 
customers at my workplace.
Pre 3.05 1.16
0.94, 43.97, .35 .14SmallPost 3.40 1.35
I’m willing to help foreigners in 
trouble at a restaurant or a station.
Pre 2.86 1.06
1.88, 43.89, .07 .26SmallPost 3.52 1.33
＊5: Totally true of me - 4 - 3: Halfway true of me - 2 - 1: Not at all true of me
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learning needs that are also sources of interest (§3). However, at present, it can be 
assumed that most Japanese university students, especially non-English majors, are 
quite weak at spoken English due to lack of basic oral/aural training at an earlier stage 
and experience in using English to communicate or express themselves. As this was 
the case with the students enrolled in my 2019 course based on the pre-survey (§4.1), 
the needs were weighed in selecting those activities illustrated in §4.2. The selected 
activities were expected to serve as “interest triggers” for novelty, relevance to the 
content of interest, relevance to learning needs, and/or perceived usefulness.
　Based on to the results of the post-survey (§5), the students were satisfied with the 
activities and/or found them helpful to improve their English. The level of English used 
and learned was neither too difficult nor too easy for almost all. Their self-assessed 
proficiency levels improved, and training with oral practice and exposure to spoken 
English increased when they knew that they needed them to learn a foreign language. 
Their FL anxiety was still high but getting lower, and they were a little more 
interested in intercultural or international contact. It can be said that they were now 
more prepared to interact with people in English in a homestay situation and to 
continue or restart to learn English on their own.
　Those activities discussed here worked quite fine to facilitate active engagement, but 
some other activities that could interest them had to be given up considering what they 
could do in the class time. The longer class period could allow us to give a try to 
interesting but a little more complicated tasks.
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Appendix




I can understand the main points of 
clear standard speech on familiar 
matters regularly encountered in work, 
school, leisure, etc. I can understand the 
main point of many radio or TV 
programmes on current affairs or topics 
of personal or professional interest 
when the delivery is relatively slow 
and clear.
I can understand extended speech and 
lectures and follow even complex lines 
of argument provided the topic is 
reasonably familiar. I can understand 
most TV news and current affairs 
programmes. I can understand the 
majority of films in standard dialect.
Reading
I can understand texts that consist 
mainly of high frequency everyday or 
job-related language. I can understand 
the description of events, feelings and 
wishes in personal letters.
I  can read art ic les and reports 
c once rned  w i th  con temporary 
problems in which the writers adopt 
particular attitudes or viewpoints. I 





I can deal with most situations likely 
to arise whilst travelling in an area 
where the language is spoken. I can 
enter unprepared into conversation on 
topics that are familiar, of personal 
interest or pertinent to everyday life 
(e.g. family, hobbies, work, travel and 
current events).
I can interact with a degree of fluency 
and spontaneity that makes regular 
interaction with native speakers quite 
possible. I can take an active part in 
discuss ion in fami l iar contexts , 




I can connect phrases in a simple way 
in order to describe experiences and 
events ,  my dreams ,  hopes  and 
ambitions. I can briefly give reasons 
and explanations for opinions and 
plans. I can narrate a story or relate 
the plot of a book or film and describe 
my reactions.
I can present clear, detailed descriptions 
on a wide range of subjects related to 
my field of interest. I can explain a 
viewpoint on a topical issue giving the 
advantages and disadvantages of 
various options.
Writing Writing
I can write simple connected text on 
topics which are familiar or of personal 
interest. I can write personal letters 
describing experiences and impressions.
I can write clear, detailed text on a 
wide range of subjects related to my 
interests. I can write an essay or report, 
passing on information or giving 
reasons in support of or against a 
particular point of view. I can write 
letters highlighting the personal 
significance of events and experiences.
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I can understand extended speech even 
when it is not clearly structured and 
when relationships are only implied and 
not signalled explicitly. I can understand 
television programmes and f ilms 
without too much effort.
I have no difficulty in understanding 
any kind of spoken language, whether 
live or broadcast, even when delivered 
at fast native speed, provided I have 
some time to get familiar with the 
accent.
Reading
I can understand long and complex 
factual and literary texts, appreciating 
distinctions of style. I can understand 
specialised articles and longer technical 
instructions, even when they do not 
relate to my field.
I can read with ease virtually all forms 
of the written language, including 
abstract, structurally or linguistically 
complex texts such as manuals , 




I can express myself fluently and 
spontaneously without much obvious 
searching for expressions. I can use 
language flexibly and effectively for 
social and professional purposes. I can 
formulate ideas and opinions with 
precision and relate my contribution 
skilfully to those of other speakers.
I can take part effortlessly in any 
conversation or discussion and have a 
good fami l iar i ty with id iomat ic 
expressions and colloquialisms. I can 
express myself fluently and convey 
finer shades of meaning precisely. If I 
do have a problem I can backtrack 
and restructure around the difficulty 
so smoothly that other people are 
hardly aware of it.
Spoken 
Production
I can present clear, detailed descriptions 
of complex subjects integrating sub-
themes, developing particular points 
and rounding off with an appropriate 
conclusion.
I can present a clear, smoothly-flowing 
description or argument in a style 
appropriate to the context and with an 
effective logical structure which helps 
the recipient to notice and remember 
significant points.
WRITING Writing
I can express myself in clear, well-
structured text, expressing points of 
view at some length. I can write about 
complex subjects in a letter, an essay 
or a report, underlining what I consider 
to be the salient issues. I can select 
style appropriate to the reader in mind.
I can write clear, smoothly-flowing text 
in an appropriate style. I can write 
complex letters, reports or articles 
which present a case with an effective 
logical structure which helps the 
recipient to notice and remember 
s ign i f i cant  po in t s .  I  can  wr i te 
summaries and reviews of professional 
or literary works
― 93 ―
Mari YAMAUCHI：Active Learning in the Japanese EFL Classroom
―Abstract―
　This paper discusses how AL approaches were implemented in the Basic English 2: 
English for Homestay, a new course offered by the Basic Education Center starting in 
2019 , as a case of incorporating active learning into a topic-based English language 
classroom. and assess how they worked to facilitate active student participation. As 
interest is a key to students’ active engagement in their learning process (§2), learning 
activities were selected to serve as “interest triggers” for novelty, relevance to the 
content of interest (e.g., dialogues related to intercultural contact such as homestay 
situations), relevance to learning needs (e.g., weakness at spoken production and 
interaction), and/or perceived usefulness (e.g., how song listening can help them re-tune 
their phonological representations) (see §4). by triggering student interest in what they 
were learning and practicing. Based on to the results of the post-survey (§5), it can be 
concluded that the students were satisfied with the activities and/or found them helpful 
to improve their English, and those activities worked quite fine to facilitate active 
engagement. As some other activities that could interest them had to be given up 
considering student competence, the longer class period starting the next academic 
year could help further promote active learning, allowing us, the teachers to give a try 
to interesting but a little more complicated tasks.
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　2011 年 3 月 11 日の東日本大震災は，その後の原発事故とあいまって，その地域だけで
なく日本全体に深刻な影響を与えた。資源が乏しい日本は，石油を輸入に頼っている。火
力発電に代替する発電方法として原子力発電を政府は推進してきたが，便益だけではなく
深刻なリスクがあることをまざまざと見せつける結果となった。2018 年の台風 21 号の記
録的な暴風にタンカーが流され，関西国際空港島と大阪府佐野市を結ぶ連絡橋は利用でき



























（3） 被災者生活再建支援法 2 条 1 号は「暴風，豪雨，豪雪，洪水，高潮，地震，津波，噴火その他の異常な自然
現象により生ずる被害」を自然災害と定義している。
―96―




　東日本大震災のあった 2011 年 1 年間の地震規模（マグニチュード）をあらわしたのが
図 1 である（データは気象庁による）。図 1 の縦軸は地震の頻度，横軸はマグニチュード
である。図が示すとおり，マグニチュード 1 に最頻値があり，右に裾の長い分布になって
いる。マグニチュードは地震が発するエネルギーの大きさをあらわしている。地震が発す
るエネルギーを E（単位はジュール），マグニチュードを M であらわすと log10E＝4.8＋
1.5M も関係がある。マグニチュードが 1 大きくなると右辺が 1.5 大きくなるから，放出さ
れるエネルギーは約 32 倍になる。また，マグニチュードが 2 大きくなると右辺が 3 大き
くなり放出されるエネルギーの量は 1000 倍になる。マグニチュード 9 の東日本大震災は




















ニチュード 9 の大地震の放出するエネルギーはマグニチュード 7 の大地震の放出するエネ









































　関東大震災は 1923 年に発生したが，遡ること 220 年前の元禄 15 年（1703 年）にもマ
グニチュード 7.9-8.5 程度の地震が発生した。これは 220 年かけて歪みが蓄積され，歪み
を元に戻そうとして関東大震災が発生したと解釈することができる。220 年を前提にすれ
ば，次の関東大地震はおよそ 100 年後と予想される。過去 6000 年の期間で見ると，関東




きがある。地震調査研究推進本部による長期評価（2019 年 2 月 26 日発表）によると，関
東大震災を含む，相模トラフ沿いのマグニチュード 8 クラスの地震が今後 30 年の間に発
生する確率は 0 から 6% である（12）。ただし，南関東のプレートの沈み込みに伴う M7 程度
の地震が今後 30 年の間に発生する確率は 70% である。また，マグニチュード 8 から 9 の







（11）瀬野徹三（2012）「南海トラフ巨大地震」『地震』第 64 巻第 2 号
（12）今後 30 年間の地震発生確率が 0.1%，3%，6%，26％のとき，それぞれ約 3 万年，約 1000 年，約 500 年，約








図 3　今後 30 年間に震度 5強以上の揺れに見舞われる確率（13）
（13）地震調査研究推進本部（2019）『全国地震動予測地図 2018 年版』
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域は 1896 年の明治三陸地震，1933 年の昭和三陸地震の大津波で多くの壊滅的な被害を受
けた。この戒めを守り，碑石よりも高い位置に設けられた集落は東日本大震災の津波を逃
れたことが報道されて大津浪記念碑は有名になった。これらの碑石のメッセージは重要で
あるが，忘れられがちでもある。国土地理院は 2019 年 3 月に自然災害伝承碑の地図記号
を制定した。自然災害伝承碑とはその地域での自然災害を伝承するために設置された石碑
などのことで，先人からのメッセージを活かすことを目的として，地図内に記号として記






















（16）『大正震災志』を使った研究としては，諸井・武村（2004）「関東地震（1923 年 9 月 1 日）による被害要因別
























































自発的に望ましい行動を取れるように促すことを意味する。2019 年の台風第 19 号にあたっ
て NHK は「命を守る行動」をとるように，かなり強めの警告を繰り返しアナウンスしてい
た。これは，正常性バイアスに陥らないようにナッジしていると見なすことができる。
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危険区域を指定した。災害危険区域とは，津波等の自然災害から市民の生命を守るために，
居住の用に供する建築物の建築を制限する区域で，石巻市では災害危険区域の指定日（2012
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　そこで，2018 年度入学の学生のうち，1 年次 7 月に TOEIC-IP テストを受験後，勉強会









　基礎的な文法の知識の整理と，TOEIC テストPART5 の短文穴埋め問題に似た，2 択






　当初の勉強会実施が夏季休暇期間内であったので，Reading の D3 以外の項目について
表 1　生成された授業外英語学習内容の概念とカテゴリ・コードの一覧（文献［4］から抜粋引用）
概念カテゴリ No 授業外英語学習の概念名 定義






E8 英語のリスニング教材を聞く CD やカセット，iPod などの英語音声教材を聞いて行う英語学習
ContributorySkill F2 文法の学習をする 文法書や問題集などを使って行う英文法の学習
F3 語彙の学習をする 英単語帳や問題集などを使って行う英語語彙学習
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4．　実施状況とテスト結果




　翌年 2019 年の 3 月に，本学の国際センター主催の TOEIC-IP テストを希望者 7 名に受
験してもらった。その結果，2018 年 4 月と比較して，リーディングで平均 53.7％の上昇
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（2） 我妻栄『物権法　民法講義Ⅱ』（有斐閣，2006 年）272 頁。
（3） 我妻，前掲注，282 頁以下。
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二，相隣関係見直しの議論（民法・不動産登記法部会資料 7をもとに（6））







































































（8） 朝日新聞，https://digital.asahi.com/articles/ASM9N3TFVM9NUTIL010.html（2019 年 9 月閲覧）。
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られる。例えば，緑化など環境への配慮から枝の切除が制限される場合，自然保護法，土













































































（18）新潟地判昭和 39 年 12 月 22 日，下民集 15 巻 12 号 3027 頁。
（19）OLGKöln,Urteilvom22.05.1996-11U6/96,NJW-RR,1997,S.656.
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分では自力救済権の行使にあたっては，BGB 第 910 条所定の要件に加えて，多数決の原




















　BGB 第 910 条は越境した枝や根の切除ならびに先占の権限を，侵害を受けている被侵


















　自力救済権は BGB 第 194 条の意義で時効の対象となる請求権に当たらない。そして
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他の請求権との調整がその存在目的である。では，実際にどのような調整を図っているの
であろうか。
① BGB 第 1004 条に基づく妨害排除請求権





純に法的保護が競合している」と決定した（35）。被侵害地所有者は，BGB 第 910 条による
自力救済も BGB 第 1004 条による妨害排除請求もどちらも選択可能であり，その際には
自らにとって主張しやすい手段を選択できるという扱いを認めている。除去請求権は確か













者が負う。しかしながら，BGB 第 910 条所定の要件に該当しないような，または妥当で
はない切除を行った場合，植物の所有権を侵害したことを理由に BGB 第 823 条に基づく
不法行為損害賠償請求権が認められる（39）。被侵害地所有者による違法な切除は認められ
ない。枝と根の越境と，客観的な意味での侵害に当たらないならば，勝手な枝や根の切除

















の立法者は EGBGB124 款第 2 文に基づいて認められている規定管轄権を保有する。それ
によると，植物相互の最低限の間隔についての規定も存在している。州法上の諸規定が各




































































































































































































































BGB 第 906 条の姿を観察する。
　ドイツにおいては BGB 第 906 条において，ある土地の利用が他の土地に影響を及ぼす






















































は，BGB 第 906 条第 2 項第 2 文の準用事例での扱いを観察して参考にしたい。ドイツに
おいても非本質的な作用については基本的に忍容され，本質的作用について，原則は
BGB 第 1004 条の妨害排除請求の対象となるが，BGB 第 906 条第 1 項により例外的に受


























な作用を BGB 第 1004 条所定の妨害排除請求の対象から意図的に外したのではないか，






























































































































（76）最判平成 18 年 3 月 30 日，民集第 60 巻 3 号 948 頁。
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（監査研究科専門職修士課程），計 14 学部，33 専攻及び中国会計博物館，銭幣博物館を




















































































2008 年にサービス創造学部を開設した。更に，少子高齢化社会になった 2014 年に人間社
会学部を設立し，2015 年にグローバル社会が求める国際教養学部も誕生した。
　一方，近年上海立信会計金融学院の会計学部と金融学部は看板学部として，中国教育部
に国家レベル重点モデル学部と指定された。上海立信会計金融学院の 14 学部と 33 専攻は
実社会に役に立つ応用性の強い教育を行ってきたが，最も躍動している中国経済の中心で
―146―



























30 所以上，企業 200 社以上と協定を結び，毎年四年生 4000 人ほどを派遣し，インターン
シップに参加させている。
（注：立信会計士事務所，1927 年開設，中国最大の監査法人，正社員 2 万人以上，内公




は 598 校，在学生 85.6 万人，新卒は 16.5 万人であったが，2019 年の大学数は 2956 校（5
倍近く），在学生 2831.03 万人（30 倍以上），新卒 834 万人（50 倍）に増えた。もちろん，
実際に，大学間の競争も激しくなった。大学の多様化や国際化によって，競争力が測られ
るため，中国の大学は在学生を海外大学へ派遣したり，海外留学生を受け入れたりして国


































保険学院 中国人民保険公司財産険上海支店産学研基地 中国人民保険公司 “人保財産険” 上海支店
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で両大学の国際化に貢献している。そして，それぞれのプログラムに参加した卒業生達も
日中両国でグローバル人材として大活躍している。
　2000 年 1 月，上海立信会計学院のキャンパスで千葉商科大学が新設した政策情報学部
は初めて上海 AO 入試を行った。前例がないため，上海立信会計学院の副学長や学部長
らは試験時間中に，受験生の保護者会を開催し，千葉商科大学の信用性などについて説明
し，CUC の連帯保証人となった。両大学の信頼関係はこの上海 AO 入試で強く結ばれた。
　2003 年，日中両国の発展に相応しい応用型の人材を育成するため　両大学は日中協同








（1 学期）に参加した最初の 8 名の学生は，上海立信会計金融学院に派遣された。現地で
履修した専門科目の単位は千葉商科大学に認定された。
　交換留学制度を実施した経験を重ねて，2014 年にダブルディグリープログラム（千葉















































上海 AO 入試 CUC 2000 年～2018 年
夏期語学（中国語）研修 CUC 2003 年～
日中協同コース 立信 2003 年～
交換留学制度（半年） 立信 2006 年～
交換留学制度（本科 1 年） 立信 2009 年～
学生プロジェクト（サービス創造学部） CUC 2009 年～
異文化体験ツアー（経貿学部） 立信 2010 年～
交換留学制度（半年） CUC 2012 年～
社会実践（日中協同コース） 立信 2012 年～
ダブルディグリープログラム CUC・立信 2014 年～
海外短期留学（国際教養学部） CUC 2015 年
大学院（会計ファナンス）準備コース 立信 2016 年
共同研究（教員間）
（CUC 会計ファナンス・立信財税学部） CUC・立信 2017 年～
―150―
千葉商大紀要　第 57 巻　第 3 号（2020 年 3 月）
国際資格の専門教育が成功した大きな要因は，パートナーが有力な海外機関だからである。




がある。2019 年創立 90 周年に，上海立信会計金融学院の浦東キャンパスでアメリカの趙
氏家族（2016 年 6 月ハーバード大学に教育ビルを寄付した）（注16）の寄付により，趙朱木蘭
図書館が改造された。趙氏家族の父趙錫成と娘 2 人，コロンビア大学（Ph.D）OB（立信
















































































































































（注 10）内田茂男（2019 年）「第 2 期中期経営計画策定にあたり」第 2 期中期経営計画　
2019-2023　学校法人　千葉学園








 （2020.1.19 受稿，2020.3.13 受理）
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に舞台となる空間，第 2 に客席となる空間，第 3 に簡単な照明用具，第 4 に簡単な音響用
―165―
MIZIRAKLI HALIT：落語と演劇
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林宗一郎の公式サイト：http://hayashi-soichiro.jp/howto（2020 年 1 月 17 日参照）
柳家さん喬『CD 柳家さん喬 17』SonyMusicDirect，2017 年。（https://tower.jp/item/
4477833/ 柳家さん喬 17―浜野矩随―三年目―百川―掛取萬歳。（2020 年 1 月 17 日参照）





























進的に撤廃することを約束し，法的拘束力を持つ。OECD に加盟する 36 カ国（うち 11 カ

















る。具体的には，過去の日本の外資規制を事例としながら，CLCM 第 3 条の下での国家
1 現職は本学国際教養学部専任講師（2019 年 4 月～）。それに先立ち，2008 年 7 月～2012 年 3 月に OECD 日
本政府代表部専門調査員を務め，国際投資や非加盟国協力の案件に関わり，多くの会合をフォローした経験
を持つ。その後，上武大学ビジネス情報学部（2012 年 4 月～2019 年 3 月）を経て，現職に至る。
（1） 詳しくは OECD（2019a）及び OECD（2019b）を参照のこと。
〔論　説〕
―175―





























　それでは，CLCM 第 3 条の観点から，OECD 加盟国の日本が外資規制をどのように設
定しているかについて，詳しく見ることにする。まず，経済の円滑な運営に著しい悪影響
を及ぼす恐れのある対内直接投資として，日本政府が OECD に通報し，CLCM で留保し
ている項目は，i）農林水産業，ii）鉱業，iii）石油業，iv）皮革・皮革製品製造業，v）航
空運輸業，海運業，vi）日本電信電話（NTT）への直接的・間接的な外国資本参加を 3
分の 1 以内に留める，の 6 つである。
　さらに，日本政府は，外国為替及び外国貿易法（外為法）の第 27 条第 1 項の下で，事



















5．輸出貿易管理令別表第一の 2 から 15 までの項の中欄に掲げる貨物の製造業


















































5 分の 1 未満，NTT 法，航空法，貨物利用運送事業法では 3 分の 1 未満にそれぞれ設定
されている。また，鉱業法では，外国人は鉱業権者になれないとしていたり，その他，議
決権以外にも役員に関する制約も存在したりする（長谷川（2008））。













　ここで，CLCM 第 3 条に基づき，日本が実際に講じた外資規制として，投資中止命令
の事例を通じて，OECD 投資委員会でどのような説明や議論が見られたかについて精査
し，CLCM 第 3 条の下での規制のあり方を考察するための政策的示唆を得ることとする。
なお，この詳細は藤田（2010）でも述べられているため，ここでは要点のみを記す。
　2008 年 5 月，財務省と経済産業省は，イギリス資本のザ・チルドレンズ・インベスト
メント（TCI：TheChildren’sInvestment）ファンドに対し，外為法（第 27 条）に基づき，
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初から「公の秩序の維持」等の観点から，事前届出業種（表 1）として指定しており，





　以上のような日本の措置は，2008 年 10 月の OECD 投資委員会においては，CLCM 第
3 条の「公の秩序の維持」の観点から取られた措置で，CLCM とも整合的であるものの，





















（5） 投資中止命令に至った理由は藤田（2010）に詳述されているが，概ね次の 3 点に集約される。
　　 i）20％以内の議決権保有比率の場合でも，TCI ファンドが過去に株主権を行使して投資先企業の経営方針の
変更に成功した事例から，本件でも J パワーの経営に影響を及ぼす可能性があると認められた。























































































基本的には当事者間の任意となっており，第 1 段階レビュー（45 営業日以内）と，必要に応じ第 2 段階精査















合は，その投資行為の 45 日前までに CFIUSに事前に申告する義務を要求することにも
なり，もし申告を怠った場合には，最大で当該投資行為の金額と同額の罰金を科せるよう
になった。また，以下のいずれかの外国勢による不動産の取得や借受け等についても，






















































の権限に委ねられる。しかし，CLCM はもとより，EU の基本条約を修正し，2009 年に
発効されたリスボン条約における「EU の機能に関する条約（TreatyontheFunctioning
oftheEuropeanUnion）」にも整合的に行われる必要がある。その第 63 条第 1 項において，
加盟国間における資本の移動を制限してはならないと定め，また，加盟国と第三国の間で










（8） その他，納税義務を納税者の住所や資本所在地によって区別すること（第 a 号）や，税法違反対策及び金融
機関の監督（第 b 号）も，EU 加盟国による資本移動の制限




































































　2018 年 6 月，英国政府は，国家安全保障上の懸念を管理するため，対内直接投資の審
査の適用条件を変更するべく，企業法（EnterpriseAct）を 2 点修正し，2020 年に発効さ
せることとした。1 点目は，次に挙げられる業種では，M ＆ A 案件の審査基準に該当す











と加盟各国との協調の枠組みが欧州議会・理事会規則で整備され，2019 年 4 月に発効，
翌年 10 月に適用開始となった。同枠組みが定める主要な論点は次のとおり。








　iii） EU 域外からの投資に複数の加盟国が関与する場合や，EU 全体の利益への影響が
予測される場合は，EC が意見書を発出すること。
　iv） 既存メカニズムの修正や新規メカニズムの導入については，その修正や発効から
30 日以内の EC への通知を義務付けること。
　なお，国内の安全保障は従来通り各加盟国の責任であり，既存のスクリーニング制度の
維持や新制度の導入等は加盟各国が判断する。また，国内における特定の投資案件の可否
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正等の政策変更が中心であると捉えている。
　確かに，前項で挙げた OECD に加盟する 6 カ国の外資規制強化の動きを見ると，いず
れも，そのような政策変更に留まっており，決して該当する業種の直接投資を禁止したり，
特定の取引や送金に制限を課したりしている訳ではない。そのため，この限りにおいては，




ため，同第 11 条 b に及ぶことはなく，その理由を詳細に説明する義務までは生じない。
　また，そもそも，OECD 加盟国の場合，非加盟国に比べると，全体的に言えば，直接
投資の規制撤廃がより進展していることを忘れてはならない。例えば，図 1 のとおり，各
国の FDI に対する法定制限を産業別に把握できる定量的指標である OECD の FDI 制限
指数（FDI：ForeignDirectInvestmentRegulatoryRestrictivenessIndex）の 2018 年の





資本撤退，土地所有の制限）の 4 項目から計測されており，OECD はこれらに該当する














































表 4．OECD加盟国における各産業の FDI 制限指数（2016～18 年）
年 2016 2017 2018 2016 2017 2018 2016 2017 2018 2016 2017 2018 2016 2017 2018
国 米国 フランス ドイツ 英国 日本
石油精製・化学 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.008 0.008 0.008
金属・機械・その
他鉱物
0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
電気・電子部品 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
輸送用機械 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
電力 0.197 0.197 0.197 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.025 0.025 0.025
建設 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
メディア 0.250 0.250 0.250 0.048 0.048 0.048 0.025 0.025 0.025 0.225 0.225 0.225 0.200 0.200 0.200
通信 0.110 0.110 0.110 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.265 0.265 0.265
金融 0.042 0.042 0.042 0.054 0.054 0.054 0.005 0.005 0.005 0.002 0.002 0.002 0.000 0.000 0.000
ビジネスサービス 0.000 0.000 0.000 0.003 0.003 0.003 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
不動産 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.100 0.100 0.100
全産業 0.089 0.089 0.089 0.045 0.045 0.045 0.023 0.023 0.023 0.040 0.040 0.040 0.052 0.052 0.052
出所：OECD.STAT




















　なお，OECD 加盟国間においては，CLCM 第 3 条に基づき，外資規制措置を講ずるこ
とは可能であるが，その行き過ぎによる保護主義に走ることがないよう，無差別（non-
discrimination），透明性・予見可能性（transparency/predictability），規制上の比例性




　しかし，CLCM 第 3 条の適用が大義名分となり，国家安全保障上の外資規制が OECD
加盟国で濫用され，直接投資フローが減少してしまうと，CLCM の期待される役割から
すれば，それはやはり本末転倒である。実際，図 2 のとおり，2008～18 年の直接投資流
入フロー額の推移を見ると，途上国全体では，08 年には 5 兆 7800 億ドルの流入が見られ，
リーマン・ショックの影響で翌年は 5 兆ドルを割り込む水準まで減少したが，その後の約
10 年間は概ね安定的に推移しており，直近の 18 年は 7 兆 600 億ドルを記録している。
　それに対して，事例として挙げた米国，欧州，日本を含む OECD 加盟国を見ると，08
～14 年は比較的安定的な推移を見せていたが，15 年に 13 兆 2840 億ドルまで急増し，そ
の後は 18 年に至るまで減少を続けており，特に外資規制強化の動きが一層強まった 16～









（19） CLCM 第 2 条では，その適用対象となる全てのクロスボーダー取引が付属書 A に記載される「資本移動自
由化リスト（LiberalisationListsofCapitalMovements）」となる旨を記載されている。さらに，付属書 A は，
直接投資等の長期取引が列挙される A 表と，外国為替取引等の短期取引が列挙される B 表で構成されてい
るが，前者は自由化のスタンドスティル（現状維持）の原則が適用される一方で，後者はいつでも留保を附


























として捉えられている。もちろん，CLCM が OECD 非加盟国に広く普及し，OECD がよ
りグローバルにルール提供機能を強化できる可能性に繋がるため，この改訂自体には一定
の評価を下すべきであろう。






























OECD 投資委員会内の FOIR の役割に注目したい。実は，FOIR には，OECD 加盟国（36


















（21） 同宣言は 1976 年に合意され，直接投資のみ対象とし，それを円滑に行うための，法的拘束力のない政治的
コミットメントである。設立後の国内外企業に対する無差別待遇の他，「多国籍企業行動指針」で企業の社
会的責任（CSR）の自主的遵守も促進している。OECD 加盟国はもちろん，非加盟国も参加可能で，2019 年









外務省〔編〕『外務省調査月報・2009 年度 /No.3』2010 年，pp.1-36
●藤田輔「OECD 資本移動自由化規約の役割と意義」日本貿易学会〔編〕『日本貿易学会
リサーチペーパー・第 5 号』2016 年，pp.21-40
● OECD,Guidelines for Recipient Country Investment Policies Relating to National 
Security,OECDPublishing,2009
● OECD,Current trends in investment policies related to national security and public 
order, OECD Publishing,2018
● OECD,OECD Code of Liberalisation of Capital Movements,OECDPublishing,2019a
● OECD,OECD Code of Liberalisation: User’s Guide,OECDPublishing,2019b
● OECD/UNCTAD,20th Reports on G20 Investment Measures, OECDPublishing,2018
● OECD/UNCTAD,21st Reports on G20 Investment Measures, OECDPublishing,2019
● USCode, Section 2170 : Authority to review certain mergers, acquisitions, and 
takeovers,USCode,2011
● USDepartmentofTreasury,Determination and Temporary Provisions Pertaining to 
a Pilot Program to Review Certain Transactions Involving Foreign Persons and 
Critical Technologies,USDepartmentofTreasury,2018
 （2020.1.14 受稿，2020.3.16 受理）
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（1） 堀江湛＝櫻本正樹「イギリスにおける選挙裁判の制度」選挙研究 6 号（1991 年）20 頁以下，櫻本正樹「政
治腐敗の根絶と選挙裁判の促進――イギリスにおける選挙争訟の比較法的分析」堀江湛編『政治改革と選挙
制度』（芦書房，1993 年）269 頁以下，前田英昭『政治腐敗防止法を考える――イギリスの教訓と日本の課題』


















































も同様の制度が採用され，1879 年には議会選挙訴訟を担当する裁判官の数が 1 人から 2
人へ増加するなどしている。こうして選挙訴訟の基本的な仕組が完成し，これ以降 100 年











年法 202 条（1））。選挙訴訟を担当する裁判官は高等法院女王座部の中から 2 名が毎年輪番
で選出される（1983 年法 123 条（1），1981 年上級裁判所法（SeniorCourtsAct1981）142
条（1））。選挙裁判所は高等法院の裁判官と同一の権限を有している（1983 年法 123 条（2））。
これに対し，地方選挙訴訟における「選挙裁判所」とは，地方選挙訴訟のために 1983 年
法に基づき構成される裁判所を意味する（1983 年法 202 条（1））。地方選挙訴訟を審理す
る者はコミッショナー（commissioner）と呼ばれ，法曹資格要件（judicial-appointment
eligibilitycondition）を 7 年以上有する者の中から任命される（1983 年法 130 条（2））。任
命は議会選挙訴訟のために選出された裁判官が行う（1983 年法 130 条（3））。地方選挙裁
判所の権限は，議会選挙裁判所と同一である（1983 年法 130 条（5））。
②原告と被告
　議会選挙訴訟を提起できる者は，①当該選挙の選挙人，②当該選挙で当選したと主張す





（9） Ibid.,pp.85-86.Seealso,H.F.Rawlings,Law and the Electoral Process （Sweet&Maxwell,1988）p.221.
―197―
三枝昌幸：イギリスにおける選挙訴訟
121 条（2））。選挙訴訟は所定の方式で高等法院に提起する（1983 年法 121 条（3））。なお，
選挙訴訟を提起するには訴訟費用の担保として 5000 ポンドを超えない額を納めなければ
ならない（1983 年法 136 条（2）（a））。これに対し，地方選挙訴訟を提起できる者は，①当
該選挙の 4 人以上の選挙人，②当該選挙の候補者であったと主張する者である（1983 年
法 128 条（1））。被告は当選の効力が争われている者（当選者）であるが，選挙管理官の行
為が争われている場合は選挙管理官が被告となる（1983 年法 128 条（2））。地方選挙の場









Crown）に対してなされた日から 21 日以内である（1983 年法 122 条（1））。ただし，金銭
の支払いを伴う腐敗行為や違法行為が行われたことを申立てる選挙訴訟の場合は，金銭の
支払日から 28 日以内が期限となる（1983 年法 122 条（2）（3））。
④審理・判決・上訴
　選挙訴訟の審理は公開の法廷で陪審なしで行われる。また，審理は結審に至るまで原則
として継続して行われる（1983 年法 139 条（1）（2））（11）。選挙訴訟における証人は，たとえ
自己に不利益となる場合であっても証言を拒否することができない（1983 年法 141 条（1））。
　審理が終わると，議会選挙訴訟の選挙裁判所は，被告が（或いは誰が）正当に当選した
か，又は選挙が無効か否かについて決定する（1983 年法 144 条（1））。そして，当該決定
を直ちに庶民院議長に対し文書で証明（certify）しなければならない（1983 年法 144 条
（2））。なお，2 人の裁判官で意見の相違がある場合，当選の効力が争われている者は正当
に当選したと見なされる（1983 年法 144 条（3）（a））。また，腐敗行為又は違法行為が争わ
れている選挙訴訟の場合，選挙裁判所は，腐敗行為又は違法行為が行われたか否か，或い
は腐敗行為又は違法行為が広範囲に渡って行われたか否かについて庶民院議長に報告しな
ければならない（1983 年法 144 条（4））。これらの他，選挙裁判所は庶民院に提出すべき
と考えるいかなる事項についても報告することができる（1983 年法 144 条（5））。なお，
腐敗行為又は違法行為に関する報告は公訴局長官（DirectorofPublicProsecutions）に
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ための指示（direction）を行うなど必要な措置をとらなければならない（1983 年法 144
条（7））。
　選挙裁判所の判決に対し上訴は認められない。ただし，1983 年法 146 条に基づき特別
事件（specialcase）として高等法院が審理した法律問題（questionof law）の判決に対
しては，高等法院の許可を得た場合に限り，控訴院に上訴できる。この場合は控訴院判決


















を提起する（1983 年法 181 条（1））。ただし，選挙犯罪に関する公訴は違反行為が行われ
てから 1 年以内に提起しなければならない（1983 年法 176 条（1））。刑事訴訟で有罪とさ
れた場合，刑罰が科せられることに加え，当選が無効とされたり，投票資格及び候補者資
格が一定期間剥奪される（1983 年法 173 条）。
　代表的な事案に FionaJones の事案がある。Jones（労働党）は 1997 年 5 月 1 日の議会
選挙において Newark 選挙区で当選した。ところが，Jones は 1983 年法 82 条に違反した
として起訴された。同条は，1983 年法 81 条の定める選挙費用報告書を提出する際，候補
者及びその選挙事務長（electionagent）による宣誓（選挙費用報告が法に従って正確にな
されていると確信しているとの宣誓）が付されなければならないとし（1983 年法 82 条（1）
（2）），故意で虚偽の宣誓をした場合は腐敗行為の罪になると定める（1983 年法 82 条（6））。
本件では，Jones が㋐事務所の賃借料や㋑選挙人データベースの作成・使用に用いた費用
（12） R v. Cripps, ex parte Muldoon and others［1984］Q.B.68（DC）.本件では，地方選挙裁判所は下級裁判所で
あり司法審査が可能であると判断された。
























せられていなかったため，Jones の議席が回復した。その後，2000 年に 1983 年法 173 条
が修正され，刑事訴訟で有罪となった場合でも，上訴の機会を保障するために，上訴が可
能な期間中は議席が剥奪されないことになった（1983 年法 173 条（4）（5））（20）。
（3）小括































Benn） は，1960 年 11 月 17 日 に 貴 族 で あ る 父 親 の 死 を 受 け て そ の 爵 位（Viscount
Stansgate）を相続した。しかし当時は，コモン・ローのルールにより，貴族には庶民院
議員となる資格が認められていなかった。このため Benn は庶民院議員の資格を喪失し，
1961 年 5 月 4 日に補欠選挙が実施された。Benn は候補者資格を欠いていたが立候補し
た。この点，イギリスでは立候補段階で候補者資格を満たすか否かの実質的審査が原則と
して行われないため，Benn の立候補も認められたのである。選挙の結果，Benn は 23275











（22） 議会選挙の候補者資格については，三枝昌幸「イギリスにおける候補者資格の拡大」千葉商大紀要 57 巻 2
号（2019 年）23 頁以下を参照。


























行った場合であり，候補者の当選が無効となる（1983 年法 159 条（1））。加えて，違法行




効となる（1983 年法 164 条（1））。なお，選挙裁判所は，腐敗行為又は違法行為を認定し
ても刑罰を科す権限は持たず，当選無効や投票資格剥奪などの制裁を課すに止まる。




適用されてきた。1983 年法 157 条（2）により，選挙裁判所は，庶民院特別委員会が運用していた「原理，慣
行（practice）及びルール」を参照することが求められているため，同法理は現在でも有効であると考えら
れる。
（28） LawCommission,Electoral Law: A Joint Consultation Paper LCCP 218（2014）at［13.19］-［13.20］.
（29） LawCommission,Electoral Law: An Interim Report （2016）at［13.12］.
（30）See,I.White,Parliamentary election petitions （HouseofCommonsLibrary,BriefingPaperno.5751,2015）p.17.
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Watkins v. Woolas である。舞台となった OldhamEastandSaddleworth 選挙区は，2001
年の国勢調査によると人口の 9% がアジア系，8.5% がイスラム教徒であるとされており，
しかも同年には人種暴動（raceriots）が発生するなど人種間対立を抱えていた。こうし
た状況下において，2010 年 5 月 6 日の議会選挙で当選したのは P.Woolas（労働党）であっ
た。次点候補者である R.E.Watkins（自民党）とは 103 票差だった。Watkins は，Woolas











































論として，被告は違法行為の罪で有罪であり，1983 年法 159 条に従い当選が無効とされた。
　その後，Woolas は選挙裁判所が誤った法解釈をしたと主張して高等法院へ司法審査を
申立てた。高等法院は（33），1983 年法 106 条の解釈に際しては以下の 5 つの要素を考慮す
るべきとした。すなわち，① 1983 年法 106 条は刑事訴訟で有罪判決を受けた者に罰金を





















（33） R（on the application of Woolas）v. Parliamentary Election Court［2010］EWHC3169（Admin）;［2012］Q.B.1.
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なっているとする（para.122）。結局，3 つの文書に対する選挙裁判所の判断の 1 つは覆








　なお，本件と同様に議会選挙について 1983 年法 106 条違反を申立てる選挙訴訟はスコッ
トランドでも生じているが，こちらでは同条の違反はなく正当に当選したと判断されてい
る（35）。しかしながら，21 世紀に入り，1983 年法 106 条違反の申立てが増加していること
は注目される。
②広範囲に渡る腐敗行為（一般的腐敗行為）









（34） F.Hoar, “Public orPersonalCharacter inElectionCampaigns:AReviewof the Implicationsof the
JudgmentinWatkinsvWoolas”（2011）74（4）ModernLawReview607,pp.614-615.
（35） Timothy Morrison and others v. Alistair Carmichael MP and Alistair Buchan［2015］ECIH90.
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その結果，郵便投票の利用率が大幅に向上し，BordesleyGreen 区（ward）と Aston 区（そ



















　そして，BordesleyGreen 区では，少なくとも 1500 票（おそらく 2000 票以上）が不正
な票であったとする。この点，当選者のうち最小得票者は 3976 票であったが，落選した
候補者のうち最多得票者は 3535 票でその差は 441 票に過ぎず，不正が結果に影響を与え










（37） Akhtar and others v. Jahan and others Iqbal and others v. Islam and others［2005］AllER（D）15（Apr）.
（38） ただし，Aston 区の労働党候補者 1 名については，控訴院での司法審査の結果，選挙裁判所の審理手続に問
題があり公正な裁判を受ける機会が被告に与えられていなかったとされ，選挙裁判所の判断が覆されている
（R（on the application of Muhammad Afzal）v. Election Court and others［2005］EWCACiv647）。また，
Aston 区の選挙運動員 1 名（選挙訴訟の被告ではない）が 1983 年法 160 条（1）により腐敗行為を行ったと報
告されたが，適切な手続を経ずに報告書に記載されたとして，司法審査の結果，選挙裁判所の判断が覆され
ている（R（on the application of Khan）v. Election Commissioner ［2005］EWHC2365（Admin））.
―206―

















法理は議会選挙にも妥当すると考えられている。1973 年 4 月 12 日に実施された Greater
LondonCouncil 選挙のうち CroydonNorth-East 選挙区では 23691 票が投じられたが，そ
のうち 44 票は投票所の事務担当者の不注意により 1973 年地方選挙（主要地域）規則（Local
Elections（PrincipalAreas）Rules1973）が定める公印（officialmark）が付されていなかっ
たため無効とされた。開票の結果，D.H.Simpson（労働党）が 10340 票を獲得し当選した。
次点候補者である G.E.Morgan（保守党）の得票は 10329 票であり，僅か 11 票差の当選
であった。しかしながら，もしも無効とされた 44 票に公印が付されていたならば，選挙













（40） Morgan and others v. Simpson and another［1974］Q.B.344（DC）．本件は 1949 年国民代表法 126 条（現在




DenningM.R. は，地方選挙を無効にする場合を定めた 1949 年国民代表法 37 条（1）――























（41） Morgan and others v. Simpson and another［1975］Q.B.151（CA）.
（42） Ibid.,p.161.
（43） Ibid.,p.164.
（44） なお，やはり地方選挙に関する訴訟で公印が付されていなかったために 102 票が無効とされた事案では，選
挙が実質的に法に従って実施されなかったことを理由に選挙無効の判決が下されたが（Gunn and others v. 
Sharpe and others［1974］Q.B.808（DC）），LordDenning はその理由付けは間違っており，法の違反が選挙
結果に影響を与えたことを理由に選挙を無効にすべきだったと述べている（Morganandothers, ibid.,p.
164）。
（45） また，B.Watt も LordDenning の読み方を批判している。すなわち，LordDenning の読み方では選挙管理
事務における法違反が選挙結果に影響を与えたことが明らかでない場合は選挙を有効とすることになる。こ
れに対し Watt は，選挙管理事務における法違反が生じた場合，それが選挙結果に影響を与えなかったこと
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場合や，違法な根拠に基づき資格のある候補者の立候補を拒否する場合，相当な割合の選
挙人から選挙権を剥奪する場合を挙げている（46）。
　なお，議会選挙でも 1997 年の Winchester 選挙区において同様の事案が生じている。























































訴訟では訴訟費用の担保として 5000 ポンドを超えない額（1983 年法 136条（2）（a））が要
求されており，その他の費用も含めれば選挙訴訟に要する費用は膨大な額になるとされる。
そして，この高額な費用こそが選挙訴訟の数が少ない原因の 1 つとされているのである。
そこで提案されるのが，訴訟費用の担保額の引き下げである。例えば，Morris は 2012 年
の著書において，オーストラリアでは 500 オーストラリアドル（約 240 ポンド），ニュージー
ランドでは 1000 ニュージーランドドル（約 400 ポンド）が訴訟費用の担保額であると指
摘し，その金額は選挙訴訟を提起する際の障壁としてはイギリスの現行制度より低いもの
であり，他方で濫訴防止のためには十分な金額であると述べている（56）。また，選挙訴訟
（50） Morris,supranote2,pp.92-94;ElectoralCommission,Challenging elections in the UK （2012）at［43］.
（51） Morris,ibid.,p.98;Rawlings,supranote9,pp.226-227;Grist,supranote21,p.377;ElectoralCommission,
ibid.,at［123］.高額な費用が選挙訴訟を提起する際の障壁になっているとの指摘は，1947 年には既に見られ
る（HomeOffice,Final Report of the Committee on Electoral Law Reform （Cmd.7286,1947）at［53］）。



















































































（69） PublicAdministrationandConstitutionalAffairsCommittee,Electoral Law: The Urgent Need for Review, 
First Report of Session 2019,HC244（2019）at［31］.
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55 巻第 2 号，2018 年，153―168 頁。「近世－ 19 世紀の『海上大国』・『陸上大国』と戦争―国際政治の構図
を巡る考察（2）―」『千葉商大紀要』第 56 巻第 1 号，2018 年，71-86 頁。「20 世紀の『海上大国』・『陸上大国』
と戦争―国際政治の構図を巡る考察（3）」『千葉商大紀要』第 56 巻第 3 号，2019 年，71-86 頁。「古代―19 世
紀の日本と戦争―国際政治の構図を巡る考察（4）」『千葉商大紀要』第 57 巻第 1 号，2019 年，67-83 頁。
（2） 義和団事変については，平間洋一『日英同盟』PHP 研究所，2000 年を参照。
〔論　説〕
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戦争，1904 － 05 年）。
　日本は開戦に際して戦費の不足を懸念し，外国に向けた債券によって充当しようと図り，
英国及び米国の経済界からの支援により 1 千万ポンドの資金を調達して戦闘を続けた。そ
れでもなお，国力を日本対ロシアで比較すると，1 年分の歳入は 2 億 5 千万円対 20 億円，
陸軍兵力は 20 － 25 万人対 2 百－ 3 百万人，海軍艦艇の総重量では 26 万トン対 80 万トンと，
その差は大きかった（4）。その結果，陸では満州軍（総司令官は大山巌・大将）が苦戦を重
ねた末，奉天（現在の瀋陽）でロシア軍（総司令官はクロパトキン大将）を敗走させた（奉


















































（6） 池井優『増補　日本外交史概説』慶応通信，1984 年，92 頁。



























げていたことに脅威を抱いていた）と共に派兵に踏み切った（シベリア出兵，1918 － 22 年）。


































の段祺瑞，英米側が支援した）と戦って敗れた（第 1 次奉直戦争，1922 年）ものの，関













従い，反共クーデター（1927 年 4 月）に踏み切り，国民党と共産党の関係は断絶した（16）。
しかし，幣原に代わった田中義一・首相兼外相（陸軍大将）は山東省に居留する日本人を








　そして国民党は 1928 年 6 月，張作霖の軍隊を破って北京に入城した。これに際して，
関東軍（参謀の河本大作・大佐）は，張を利用して満州に勢力圏の拡大を図る方針に見切
りをつけ，張が関東軍による強い説得に応じて北京から奉天に引き上げる途中で爆殺した














づき，関東軍は 1931 年 9 月 18 日，奉天付近の鉄道線路を自ら爆破し，これを中国側から
の攻撃と訴えて軍事行動に踏み切り，約半年間で満州を制圧した（満州事変）。関東軍は
当初，自ら満州を直接支配する構想も検討したが，陸軍省や参謀本部が強く反対したため，
















































党幹部）を首班とする政権（新中華民国政府）を南京に樹立した（1940 年 3 月）が，中
国の民心から支持を得ることは難しかった。さらに日本陸軍は，東南アジア及び太平洋方
面に進出して軍事資源（石油等）の確保を図り，フランスの植民地であったインドシナ（現























は独ソ戦に突入し（1941 年 6 月），松岡の構想は崩壊した。
　この事態に際し，近衛首相は対米関係の改善を図って松岡外相を交代させたが，日本の
陸海軍は対米戦争に備えて石油等の確保を目指し，フランス領インドシナの南部に進駐し
た（1941 年 7 月）。これによって米国の対日姿勢は一層厳しいものとなり，米国は同年 8
月，日本に対する石油の輸出を全面的に禁止し，英国（チャーチル首相）もこれに同調し






ホーンベック国務省顧問）があった。実際，1941 年における 1 日当たりの原油生産量は，
日本が 0.52 バレルに対して米国が 383.60 バレルと約 740 倍に上っていた（26）。これに加え







（26）石油天然ガス・金属資源機構「石油天然ガスレビュー」2006 年 3 月。
（27）黒野耐『日本を滅ぼした国防方針』文芸春秋社，2002 年，235 頁。
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　1941 年 12 月 8 日，日本海軍の機動部隊はハワイ・オアフ島のパールハーバー（真珠湾）
に位置する米海軍の基地を急襲した。そして，多数の米軍艦に大打撃を与え，英米側との
戦争に突入し，第 2 次世界大戦の当事国となった（30）。さらに同月の 10 日には，やはり海
軍の航空部隊がインドネシア・マレー沖で英海軍の主力戦艦 2 隻を撃沈した。これに続い




















を試みた（インパール作戦，1944 年 3 月）。日本軍は物資の輸送に牛・羊等の家畜を用い，











厚装甲 50 ミリで国産として初めて対戦車用カノン砲を搭載したものの，その口径は 47 ミ
リに過ぎず，生産台数も 570 台余りに留まっていた。これに対し，米軍の M4 シャーマン
戦車は 75 ミリの最厚装甲に加えて搭載する砲も 75 ミリと一式中戦車の 2 倍に近く，5 万
台以上も生産されていた（33）。次に，海軍でも，1940 － 45 年における主力軍艦の建造数は
日本の 190 隻に対して米国は 799 隻と約 4 倍に上っていた（34）。また，同じ期間における





を受け，東京では，一晩で死者が 4 万人，負傷者は 8 万人以上に上る事態となった（1945
年 3 月の東京大空襲）。
　ここに至って，日本は，ソ連（中立条約により交戦していなかった）に対英米講和の仲




さを増していた（37）。さらに米軍は，1945 年 3 月にフィリピンを奪回すると，同年 6 月に
は沖縄を手中に収め，原子爆弾を同年 8 月 6 日に広島，同 9 日に長崎に投下して大被害を
及ぼした。そして翌 10 日，ソ連軍は中立条約を破って満州国と朝鮮半島に侵攻した。こ
のような戦局の中，日本政府（首相は鈴木貫太郎・元海軍大将）は戦闘の継続を断念して
英米ソ側への降伏を決め，1945 年 8 月 15 日，敗戦を国民に通知した。しかし，ソ連はそ





　第 2 次世界大戦に敗れた日本は，米国による占領（占領を担当する GHQ〔連合軍最高司
令部〕の司令官はマッカーサー元帥）下に置かれた。これについてソ連は当初，米ソ二名




















転換した。これをうける形で，米国のロイヤル陸軍長官は 1948 年 1 月，「日本は（ソ連等
による）全体主義（を拡大しようとするための）戦争に対する防壁である」と演説で述べ
た（41）。






















（44）大橋武夫・法務総裁の答弁。『第 12 回国会参議院平和条約及び日米安保条約等特別委員会会議録第 20 号』




が朝鮮半島に兵員・物資を輸送するために多数往来し，その数は 1951 年には延べ 3562 隻
に達した。また，同地の基地では，日本人の労働者が弾薬の輸送に従事し，その数は同年
11 月に 10 万人以上に上っていた（45）。また，大阪府の某会社は，1952 年から密かに米軍

























　また，この時期，中国と台湾との間で武力紛争が頻発する（1955 － 58 年）と，米国は
海軍部隊を派遣して台湾を支援した（50）。一方，日本政府は米国との間に結んだ安保条約
（45）志岐叡彦『年表・佐世保港』年表・佐世保港刊行会，1995 年，121 頁。
（46）『朝日新聞』2018 年 8 月 11 日，2019 年 2 月 2 日。
（47）同上，1956 年 12 月 19 日。
（48）香西茂『国連の平和維持活動』有斐閣，1991 年，85-87 頁。
（49）藤山愛一郎・外相の答弁。『第 30 回国会衆議院外務委員会議録第 19 号』1958 年 10 月 27 日，3 頁。
（50）平松茂雄『台湾問題　中国と米国の軍事的確執』勁草書房，2005 年を参照。
―226―



























神奈川県の相模原に米陸軍の設けた補給廠では，1965 － 73 年（この年，米軍がベトナム







（51）『第 34 回国会衆議院日米安全保障条約等特別委員会議録第 4 号』1960 年 2 月 26 日，9 頁。
（52）外務省公開文書，『朝日新聞』2010 年 7 月 8 日。
（53）前掲書『アメリカの戦争と日米安保体制』104-112 頁，『朝日新聞』1964 年 11 月 5 日。









1970 － 80 年代の戦争と日本






























本政治学会編『年報政治学：危機の日本外交―70 年代』岩波書店，1997 年，79-95 頁を参照。
（60）『朝日新聞』1980 年 1 月 30 日。
―228―


















　さらに，同時期の中近東では，イランとイラクが長期間の戦争を続け（1980 － 86 年），
米国はイラクを支援して介入し，イランと交戦していた。その間，ペルシャ湾にイラン，





























 （2019.11.20 受稿，2020.2.15 受理）
（66）大沼久夫（共愛学園前橋国際大学教授）の見解。『朝日新聞』2019 年 2 月 2 日。
―230―



































千葉商大紀要　第 57 巻　第 3 号（2020 年 3 月）pp. 233-242
2.2　市場規模
　現在，世界の eスポーツ競技人口は 1 億人以上であり，その市場規模は 2016 年には 4















　日本は 1978 年にアーケードゲーム市場が拡大していき，1983 年に任天堂のファミリー
















































が YouTube の収入となる。ただし，YouTube チャンネルメンバーシップは，チャンネ




69 歳の男女 212 名（男性 105 名，女性 107 名）である。回答者の年齢構成は図 2 の通り
である。
（1） 調査対象　全国に居住する 18 歳から 69 歳の男女 212 名
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　eスポーツでは，緻密な戦略や俊敏な操作が要求される FPS や RTS などの人気が高い。
しかし，これらのジャンルのゲームは日本では全く人気がなく，ゲームを知らない人が大














































































































































































































































































































［2］日本 eスポーツ連合,https://jesu.or.jp/,2019 年 12 月 15 日閲覧
［3］経済産業省 ,平成 28 年度コンテンツ産業強化対策支援事業（オンラインゲームの海
外展開強化等に向けた調査事業）報告書,http://www.meti.go.jp/meti_lib/report/
H28FY/000848.pdf





























































































（1） OECD の 2018 年の統計をもとにした厚生労働省（2019）によると，15～24 歳層の失業率はアメリカ 8.6%，
イギリス 11.6%，フランス 20.1%，ドイツ 6.2%，カナダ 11.1%，イタリア 32.2%，韓国 10.5%，スウェーデン
16.8%，スペイン 34.3% に対し，日本は 3.8% となっており，諸外国に比べて低く抑えられている。
（2） 玄田（2002 ＝ 2005），大久保（2002）などは学校から職業への移行の失敗について指摘している。
（3） 本田・刈谷編（2010）など。
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かの申し合わせがなされてきた。たとえば，1952 年に定められ，1997 年に廃止された「就
職協定」や（5），2003 年卒から 2021 年卒まで運用されてきた日本経済団体連合会（以下，
経団連）の「新規学卒者の採用・選考に関する倫理憲章（以下，倫理憲章）」「採用選考に
関する指針（以下，指針）」などである。特にこの「倫理憲章」「指針」は 2010 年代にお






























（5） 永野（2004）による表 3 を参照。
―244―








1952 年 10 月１日 １月以降 労働・文部両省次官名の通達で選考期間の特定，採用結果の学生への速やかな通知等を要請








10 月 13 日
事務系
10 月 10 日
技術系













1971 年 10 月１日 大学側の申し合せにより推薦開始日を定める




1974 年 ６月１日 〃 中央雇用対策協議会は「中央雇用対策協議会協定」を改定
1975 年 ９月１日 11 月１日 中央雇用対策協議会は「中央雇用対策協議会協定」を改定
1976 年 10 月１日 〃 中央雇用対策協議会は「中央雇用対策協議会協定」を改定
1978 年 〃 〃 中央雇用対策協議会は「協定遵守委員会」を設置
1981 年 10 月１日 11 月１日 労働省は中央雇用対策協議会で「協定遵守委員会」からの脱会を表明
1982 年 〃 〃 文部省，大学，経済四団体の四者から構成される「中央雇用対策協議会」による紳士協定としての就職協定が始まる






10 月 15 日 就職協定遵守懇談会は就職協定を改定
1988 年 〃 〃 大学と企業による就職協定協議会が発足
1989 年 ８月 20 日 10 月１日 就職協定協議会は就職協定を改定
1991 年 ８月１日 〃 就職協定協議会は就職協定を改定
1992 年 ８月１日（目標） 〃 企業の自主的決定とする就職協定を結ぶ
1997 年 就職協定協議会は 97 年以降就職協定を廃止することで合意
















卒業年度 採用広報解禁時期 採用選考解禁時期 内定時期
2002 年卒～2012 年卒 明記なし 大学 4 年生の 4 月 1 日 大学 4 年生の 10 月 1 日
2013 年卒～2015 年卒 大学 3 年生の 12 月 1 日 大学 4 年生の 4 月 1 日 大学 4 年生の 10 月 1 日
2016 年卒 大学 3 年生の 3 月 1 日 大学 4 年生の 8 月 1 日 大学 4 年生の 10 月 1 日
2017 年卒～2020 年卒 大学 3 年生の 3 月 1 日 大学 4 年生の 6 月 1 日 大学 4 年生の 10 月 1 日
出所：日本経済団体連合会「倫理憲章」「指針」をもとに常見作成
　表 3 と，表 4 から「ルール」については，平成の約 30年間に 3 回，大きな転換点があっ
たことが明らかである。その第一は，1950 年代から経済団体と文部科学省，厚生労働省

















































　本稿では，2019 年 11 月 1 日から 2020 年 1 月 20 日にかけて，経団連会長の発言録を閲















が就職活動を行う時期を大学 4 年の夏にする提言をまとめている。2013 年には政府から
主要経済団体に対して就職時期繰下げの要請が行われた。
　米倉弘昌が経団連会長だった 2010 年 -2014 年の在任期間 4 年間において，就職活動の
時期変更が行われたのは一度だけである。2013 年卒から採用広報活動解禁時期を 12 月 1
日とした。それまでの倫理憲章では明記はされていないものの，大学 3 年の 10 月 1 日に
スタートするのが慣例だった。
　米倉は，在任期間中の記者会見において，7 回「新卒一括採用」について言及している。




　具体的に発言を追ってみよう。2011 年 1 月 12 日の記者会見では，「選考活動」の開始
日は現行通りの最終学年の 4 月 1 日と明言した。採用広報開始時期は就職ナビサイトの
オープン時期などに合わせ，学部 3 年次・修士 1 年次の 10 月 1 日となっていたが，あら
たに「広報活動」の開始時期を明記したのが米倉時代の変化である。
　なお，2011 年の 2 月 7 日，11 月 21 日，2013 年 4 月 8 日の発言に見られるとおり，就
職活動の時期変更によって学生が不安にならないようにという懸念が示されている。この
ルールの影響を考慮してのものだと言えるだろう。具体的には次の発言だ。
本年 4 月に大学 3 年となる学生の就職活動に関しては，広報活動の開始時期を 2011
年の 12 月 1 日，選考活動は従来通り 2012 年の 4 月 1 日からとする，「倫理憲章」の
見直しを行う。学生を不安にさせないことが最も重要であり，就職活動に混乱をもた
らしてはならない。今後も大学や学生の要望があれば，議論を深めていきたい。





月 1 日以降」で維持することを評価する企業が 8 割近くを占める。経団連の「採用選
考に関する企業の倫理憲章」の改定の効果が着実に出てきており，当面これで様子を
見たい。
 2011 年 11 月 21 日
―248―




























 2013 年 4 月 8 日
 出所：経団連ホームページ
 http://www.keidanren.or.jp/speech/kaiken/2013/0408.html
　2011 年 1 月 12 日の発言では「本分である学業」と語られている。2013 年 4 月 8 日の，
政府からの要請により就職活動時期繰下げが確定的になった時点での発言でも，「就職活
動期間の短縮化は学生が学業に専念することを目的としている」と明言している。

























ある。この施策は本来，消費喚起策ではあるが，月に 1 度，月末の金曜日に 15 時に退社し，
「第 3 の場所」で「第 3 の時間」を過ごすというこの取り組みは「働き方改革」の色も強
いものだった。
　榊原は「新卒一括採用」について，在任中，記者会見において 14 回発言している。米
倉時代の 7 回に対して 2 倍の回数となっている。2014 年は 0 回，2015 年は 6 回，2016 年
































しかし，ネガティブな評価だけではない。広報活動の開始時期を 3 年生の 12 月から
3 月に遅らせたことで，3 年生の間は学業に専念できるようになった。また，留学生
からは就職活動を行いやすくなったという声を聞く。
 2015 年 10 月 27 日
 出所：経団連ホームページ
 http://www.keidanren.or.jp/speech/kaiken/2015/1027.html
　この 2015 年 10 月 27 日の会見では，学業に専念できる効果について触れている。当初
の政府の意図であった，留学の推進に関して，少なくとも留学をした学生からは評価を得
た点についてふれている。
　榊原時代においては，2016 年卒においては政府の要請をもとに大学 3 年生に相当する
年の 3 月に採用広報活動開始，8 月に選考開始というスケジュールを導入した。実施後の



























































































































 2018 年 10 月 30 日
 出所：経団連ホームページ
 http://www.keidanren.or.jp/speech/kaiken/2018/1030.html






























　なお，この発言を受けて 2019 年 1 月には「採用と大学教育の未来に関する産学協議会」
が開催されている。2019 年 1 月 28 日の会見のコメントによると経済界の問題意識を伝え












 2019 年 12 月 23 日
 出所：経団連ホームページ
 http://www.keidanren.or.jp/speech/kaiken/2019/1223.html






































































































（2019 年 1 月～2019 年 12 月）
本報告は会員から報告のあったものを掲載してあります。――◇運営委員会
学会報告








































Demand Pulls Capabilities in Shogakukan: 
Growing a Domestic Publisher into a 
Global Media Mixer via Manga Industry
23rd Annual Conference 
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神　保　雅　人 共 次 世 代 電 子 陽 子 加 速 器 LHeC で の 単 独
higgs 生成における MSSM 粒子の 1-loop
効果の GRACE SUSY を用いた検証
日本物理学会 9 
Fumi  Sug i ta 共 Towards water quality management of 
an urban pond supported by nutrient rich 
groundwater
The 46 th International 
A s s o c i a t i o n  o f 
Hydrogeology Congress
9 





















































共 「カナダ金融制度：改革と現状（The Canadian 





































Inter-Business Trading Structure Model 
with Agent-Based Simulation and Its 
Application to Real Data.
SICE Journal of Control, 
Measurement, and System 
Integration, 2019 Volume 
















田　中　信一郎 脱炭素化へのシフトと地域経済の再生 『環境会議』2019 年春号，
事業構想大学院大学
3 
常　見　陽　平 「休ませる国」から「休む国」へ「第 3 の時間」
がイノベーションを生む
Journalism　2019. 8 351 3 
中　村　元　彦 小規模上場企業における内部統制の課題と
今後の展望









松　田　和　久 EU 会社法統合指令における公示規制 東洋法学 62 巻 3 号 3 
Takao TERANO This Is How I Feel About Complex Systems. in Fernando Koch, Atsushi 
Yoshikawa, Shihan Wang, 
Takao Terano （eds .）: 
Evolutionary Computing 
and Artificial Intelligence 
Essays Dedicated to Takao 
Terano on the Occasion of 














ル（The Journal of Saitama 



















物 理 学 会 誌，Vol. 74, 






Carlo Dade， Samuel G. 
Gildart）
共 “TWO VIEWS: Outlooks on the G20 Summit” T H E  C A N A D I A N :  A 
QUARTERLY MAGAZINE 
O F  T H E  C A N A D I A N 
CHAMBER OF COMMERCE 
IN JAPAN
8












International Management and Culture in 
the EFL Environment （EFL における国際
経営と文化）」




（Samuel G. Gildart） 共
“BILATERAL PACT?: Weighing the 
merits of a Canada-Japan agreement”
T H E  C A N A D I A N :  A 
QUARTERLY MAGAZINE 
O F  T H E  C A N A D I A N 
CHAMBER OF COMMERCE 
IN JAPAN
11
田　中　信一郎 ニセコ町環境モデル都市アクションプラン 『計画行政』第 42 巻第 4
号，日本計画行政学会
12 











–AN ILLUSION OR ONLY A STEP 
AWAY?
Proceed ings  o f  the 
2019 Winter Simulation 
Conference, N. Mustafee, 
K. -H.G. Bae, S. Lazarova-
Molnar, M. Rabe, C.
Szabo, P. Haas, and Y. -J. 
Son, eds.
12
























Evolutionary Computing and Artif icial 
Intelligence Essays Dedicated to Takao 
Terano on the Occasion of His Retirement,
Springer Verlag 4
― 264 ―
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